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る努力を工夫すること、 この意味で、④今回の「要
領」の趣旨の生殺を決定するのは教師であること、

などをその特性として述べています (拙稿 。日本教

育年鑑1979年度・「体育教育J205～ 206頁参照)。

Ⅲ

「歳月人を待たずJ、 それからまた30年が経ちま
した。この間に本連合会の従来の諸行事も定着した
ので、私は平成16年度の理事・評議員会 (以下 「理

評会と略記J)で新しい「うねり」を創出するよう
な4つの内容を提案、これが16年度末には「プレ大
会J(後述)などとして現実味を帯びてきました。
17年度の「理評会Jでは、これらを再確認し文科
省との話し合いを一段と進め、18年度はより具体化
した授業研究に向けて「プレプレ大会」 (仮称・県

中心の大会)、 「プレ大会」 (仮称・ブロック大会)、

そして 3年 目には全国大会 (こ の 3つの大会は、年
を経て同時平行的に開催)へ と真に生徒や地方の目
線に立った 「モデル授業」を毎年提示すべく、また

私は義務教育は100%国が責任をもつべきものと考
えていますので、文科省ともより具体的な話し合い
一例えば、研究校に対しては「よい授業研究Jに 向
けて内容・方法の進め方、講師派遣の回数や情報提

供の仕方、業者や会員への広報活動、特賛会員制度
の見なおし―などを進めているところです。

思うに教科体育では、まず発達の適時性に応じた

基礎体力の 0い身)「かたち」つくりが基本で、そ
の中に基礎的道徳と美しい情緒を「教化Jではなし
に「感化Jと いう方法で浸透させていくことです。
残念なことに、ここ2年あまりの間に日本社会を
震撼させる不正事件が連続して起こっています。こ

れに対処するために私たち教師には、いま、 日本人
固有の美しい,い 休日魂)や伝統的な漢才を育てる教
育の創造に向けて組織的な取り組みが要請されてい

ます。これに応えるためにも、さきの新しい「うね

り」をより大きなものにしていきたいと考えていま

す。

(注)その後の 「学体連」との関係は、「私と学体
連物語 り」などとして、次号で述べさせて頂きたい

とも考えています。

新しい「うねり」の実現に向けて
～戦後60年 (還暦)考～

会 長

I

平成17年度は戦後60年、人間でいえば還暦で、 こ
の60年にはまた原点に立ち還って基礎・基本を見な

おし、さらに新しく大きな世界へと再出発するとい

った意義深い年でもありました。

私は昭和24年、 (注)本連合会の前身、日本体育
指導者連盟 (以下「大指連」と略記)編として公に
される図書 (50周 年記念誌・227頁参照)や東京高
師関係体育教官の著作の他、月刊誌「体育」の編集
,出版に従事、時によると月に月刊誌の他、単行本
を3冊も手掛けることがありました。この仕事は同
27年、母校の助手として採用されるまで続きました。

当時は生活すべてに困窮、まさに体を張つて生き
ていくのに精一杯の時代でした。この体の駆使と忍

耐が戦後日本を支えたのでした。今日のように親世

代が郊外に4LDKを 建て、 この住処を出発点とす
る若い世代をはじめ、昭和20年代の欠乏と飢餓の苦
しみを知らず、働くことに金銭以上のものを求める

日本人は、金のリアリズムに鈍感で、ここに倫理観
への回帰が必要になると思うのです。

Ⅱ

戦後30年を経た昭和 51、 2年には、教育は 「ゆと
りある授業の楽しい学習Jに 向けて教育課程基準の
改革試案の最終報告が公示され、翌52年 7月 には小
。中学校の新学習指導要領が告示されました。これ
は将来を展望して作成されたものだけに、基本方針
は今日のものとさして違いはありません。すなわち、
1道徳や体育を重視し調和のとれた人間の育成2基
礎基本の重視、教育内容の精選と創造的能力3ゆ と
りのある学校生活の実現と授業時数の削減4.教師の

創意工夫に基づく学習、の4項 目です。
当時、私はこれについて①従来の要領に比し大幅
な教師の倉」意工夫と地域の特殊性を標榜した先駆的
試行を求めていること、②運動については運動の仕
方や運動に楽しむ態度、運動の楽しさを味わわせる

指導を期待していること、③社会やスポーツの多様
化に大切なことは、まず教師自らの感性と感動を土

台に教材を選び、その学習過程で生徒に追体験させ
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これからの学校体育の創造に向けて “学体連"が

目指したい研究内容と組織活動

副啜 G藤扶学大学院人、間総合不判 究科 助教授)岡  出  美  貝u

えば、府県学体連と本部、行政、学校種の関係、

文科との関係がうまくできているわけではない。

大阪府小、中学体連と大阪府高体連の間で校種を

lttえた研究大会を開催することは難しい。なお、

奈良、滋賀、兵庫では校種を越えた研究発表会を

実施している。

・拠点校の支援には行政の関わりが不可欠である。

また、文科の指定であれば拠点校を受けられる

が、学体連の依頼で指定を受けることができるの

か 。

・学体連と行政の関係の中では研究拠点校づくりは

難しいのではないか。具体的には、学力、運動能

力の低下が指摘されているが、この流れの中で体

力つくりを前面に押し出していくことは難しい。

体力づくりでは行事や部活動にまで展開できな

い。また、教育活動全体にまで展開できない。

・体力つくり推進に向けた支援をしてほしい。

(中・四国)

・学体連、小体連単位の研究の推進に向けた研究は

なかなか進まない。他方で、組織的に研究授業を

行っている学校がある

。研究拠点校づくりには賛成する。しかし、全国大

会に向けた研究拠点校とその後の継続を見越した

拠点校づくりでは話が異なる。

・研究拠点校づくりには、行政のサポートが不可欠

である。例えば、人事面のサポー トである。

・中四国小学校体育研究大会が実施されている。同

大会では研究テーマを設定すると、そのテーマに

即した研究を他県でも実施し、それを持ち寄り情

報交換を進めている。拠点校づくりに関しては、

これら既存の大会との関係も出てくる。

・研究拠点校のみではなく、研究部の支援も考えて

欲しい。

・県や拠点校の希望を活かした拠点校づくりになっ

てほしい。

(九州)

・小、中、高の校種内で発表会を行っている。開催

年は異なる。

・小、中、高・盲・聾・養護学校等のいずれを組織

の会員とするのかは、各県の規約により異なる。

また、発表会の形式は様々である。

・全体での発表会も設定している。県の発表大会と

は別に発表会を設定している県もある。

・九州地区研究発表大会が、 3年間、統一テーマを
設定して実施されている。現在、再来年度のテー

マについて協議している。

さて、総論としては拠点校づくりには賛成であ

る。しかし、各論レベルになると解決しなければな

らない問題が山積みしている。しかも、個々の県や

ブロックが抱えている問題は、独自のものが多い。

全体を総括すれば、このようなまとめ方になろう。

3 学体連に求められる機能と拠点校づくり

今回の提案の出発点は、学体連そのものの存在意

義を何に求めるのかという問題意識にある。例え

ば、大会そのものを文科が主催するのであれば、学

体連は何をするのかという疑間にどのように答えて

いくのか。また、その疑間に対する回答を実質的に

実施していくためには何をすべきであるのか。この

2点が、改めて問われたと言える。

実は、 日本の学校体育の実践は、個々の学校で
日々営まれている個々の教師の努力に支えられてき

た。そのなかで、世界的に見ても誇れる授業が共有

化されてきた。拠点校は、そのための人材育成の場

でもあり、情報発信基地でもあった。他方で、それ

は、公的、私的な研究会とともに、行政のサポート

により可能であったシステムといえる。大切なこと

は、学校と行政をつなぐ試みであろう。

実際、拠点校は、その意味では、うまく機能して

きた。それは、文科自身が、拠点校の実践を踏まえ

つつ、学習指導要領等を作成していたことからも伺

える。重要な点は、これら拠点校の実践や文科の描

く実践のイメージを豊かにするアイデアを誰が、ど

のようにして生み出していくのかであろう。

学体連に関して言えば、いい意味でのこのような

伝統をより発展的に継承していくためにこそ自らの

存在意義を求めるべきではなろうか。そのために

は、人材育成と情報の共有化を進めることが必要で

あろう。そして、そのためには各都道府県単位での

実践、研究を促進するサポー ト役が求められる。例

えば、そこでの蓄積を拠点校と文科に適切に交流で

きる関係づくりに向けたサポー トである。

学体連の役割をこのような観点から見直したいも

のである。

1 平成17年度ブロック会議での提案事項

平成17年度は、次期学習指導要領改訂に向けた作

業が着々と進められてきた。中央教育審議会内の初

等中等教育分科会教育課程部会内に設置された 「健

やかな体を育む教育の在り方に関する専門部会」の

論議は、その一例である。

このような動きの中で学体連常務理事会は、平成

18年度の大会運営に向けた文科省との交渉を進めて

きた。そして、その過程で、平成18年度大会より、

文部科学省と学体連が大会を共催することが合意さ

れた。これに伴い、学体連にはより責任ある大会運

営が求められることになった。そのため、学体連常

務理事会では、全国学校体育研究大会に向けた研究

指定校の授業研究等の支援という観点から、 3年先

を見通した大会運営体制の検討を進めてきた。それ

を踏まえてブロック会議当日に配布した案の概略

は、おおむね、次の通りであった。

1)学体連から講師を派遣する。講師選定にあたって

は研究指定校の希望を尊重しながら、学体連が文

科省との調整をはかり行う。講師派遣の回数は、

1年に 1、  2回程度とする。
2)研究指定校の授業研究に関わつて必要な情報を提

供する。授業のデザインづくり、授業研究の進め

方、教員研修、研究公開授業・公開発表のもち方

等々に関わつて、研究指定校の要望に応じて学体

連の専門家が情報を提供し、相談に応じる。情報

提供の方法は e―メールを基本とする。

3)その他、研究資料の作成等。

2 ブロック会議からみた提案に対する反応

平成17年度のブロック会議では、以上の提案をも

とに、次の 3点から意見を集約した。

1)各県内での学体連の研究活動促進に向けた具体的

取り組み

2)研究拠点校づくりの可能性と問題点

3)支援事業に期待すること

各ブロックから出された意見は、おおよそ次の通

りであった。

(北海道・東北)

・校種があがっていくほど、研究の推進力が弱くな

っていく。

・研究拠点校づくりに関しては、現状は各学校に任

せている。研究拠点校を作るのであれば指定を図

ることが必要。その点では、文科省の指定と財政

的支援がなければ実質的な機能化は難しい。

(関東)

・小、中、高がかかわって研究発表会を実施してい

る。県により幼稚園、養護学校、行政、大学も関

与している。

・研究発表大会の開催方法は様々である。県によっ

ては全体会を開催することが難しいこともある。

他方で、一堂に会することの意義に対する共通理

解が得られていない状況がみられる。

・研究拠点校づくりに関しては、全国大会に向けた

拠点校という限定付きで賛成。その限定がなけれ

ば難しい。

・財政、内容上の支援を期待する。日常的な支援は

難しいのではないか。

・行政からのサポー トや大学の関わりも大切にな

る。

(中部・東海)

。研究拠点校は希望でなれるのか。指定になるの

か。県によってはすでに拠点校を決めているの

で、そのまま移行できるのではないか。

・安い費用でいい講師を派遣願いたい。講師のリス

トが必要になる。

・小、中、高の連携が重要ではないか。ノ」ヽ学校でい

い授業が実践されることが将来につながるのでは

ないか。

(近畿)

・学体連の組織づくりの面で困難を感じている。例

-3-
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次期学習指導要領への期待と課題

(教育委員会 0学校 0教師の果たす役割)

側面もあり、児童・生徒や保護者を主体とする国民

に向けて、私達が適切に解釈し、説明していく必要

がある。

第 4に、教育課程の編成が挙げられる。地域や施

設の状況によって、本来学ぶべきミニマムが十分に

保障できていない状況も考えられる。教育課程編成

は、学習指導要領に位置付けられた教育活動を保障

した上で、各学校の特色を考える必要があり、 これ
らへの支援は、各教育委員会の役割ではないだろう

か。

今後の課題として、小学校、中学校、高等学校の

修了段階において、それぞれ保障すべきミニマムを

考える際の小 。中・高の担う役割の明確化が挙げら

れる。それぞれの校種で担う役割を果たし、次の課

程へ引き継く
｀
という連携が一層重要となると考えら

れる。

現在、「目標に準拠した評価Jへ の推進に向けた
評価規準の改善の過程で、各校種の最終的な場面で

の実現状況は、かなり高いイメージとなりやすいと

感じている。各校種間の情報交換が、ミニマム設定

に際し、欠かせないのではないだろうか。

無論、体育・保健体育の目標の実現に向けて、小
。中・高の各校種が担う役割がそれぞれあり、それ

は、初等教育が中等教育に従属するものではなく、

それぞれ発達段階に応じた固有の「ねらい」がある

ことは言うまでもないが、生涯スポーツの実践化や

スポーツの文化的享受能力の育成に向け、 12年間の

連携を意識した指導を行うことで、児童・生徒に一

貫したメッセージとして伝わり、価値観形成が可能

であろう。

それは、各校種の連携を考慮した適切なミニマム

の設定と、努力を要する児童・生徒への手立てと粘

り強い指導によって、設定したミニマムを確実に身

に付けさせることが必要条件となると思う。

その上で、「あえて教育内容を重複させることも

重要Jと した教育課程部会の今後の動向を待ちた
い。

3 教育委員会の役害」と学校・教師の役割

学校現場では、生徒による授業評価、教員の自己

評価など、様々なマネージメントシステムの導入が

始まっている。教師が児童・生徒に対して、説明責

任を負うように、教育委員会もまた、教育施策に対

してPDCAサイクルを構築することが求められる。
子どもを取り巻く環境の変化に対し、 これまでの踏
襲に留まらず、積極的な改善を図り、スクラップア

ンドビル ドを行うなどの 「変化に対しての対応能

力」という評価スケールが必要となると思う。

神奈川県教育委員会では、県立各高等学校に、シ

ラバスの作成、いわゆる形成的授業評価の充実、評

価規準を含む手旨導と評価の計画の作成、生徒による

授業評価の実施を 1年間の授業改善のサイクルとし

て求めており、その結果として、通知表への観点別

評価の表記を含めて、平成 19年度を全校完全実施年

としている。

教育委員会は、国の施策を伝達する機能を担うの

ではなく、その概念を咀疇し、主体的に教育施策を

進める必要がある。改善に当たっては、教育委員会

や教師集団を中心としたものではなく、児童 。生徒

の利益を中心に据えたものでなければならないと考

えている。

同時に、学校現場は、 日ごろの職務に忙しく自己
研鑽の機会が少ないと言われる状況も見られるが、

情報収集力及び選択能力などの情報リテラシーが求

められる現代において、教師自らがそうした能力を

身に付け、児童・生徒にモデルを示していく必要が

あると言える。

インターネットの普及により、中教審での論議

は、ほぼリアルタイムで公開されており、学校現場

においても容易に情報が得られるようになってきて

いる。受動的な情報だけでなく、積極的に情報を収

集し、分析的、批判的思考を加えることで、創造的

な授業や学校運営が可能となると思う。改革は、 ト
ップダウンで推進されるものではなく、実践をもと

に施策が組み立てられるボトムアップの時代である

と認識したい。

また、教育委員会では、「現場主義Jと 「学校事
務分担の軽減」という提言を真摯に受け止め、学校

現場を支援していく必要性を感じている。

おわりに

ミニマムの提示は、それを保障するという責務が

明確となることを意味する。しかし、これまでの教

育観や教育手法が全く否定されているわけではな

い。これまでの教育実践を踏まえ、教師一人一人が

自信を持ち、改善を図るシステムを持つということ

ではないだろうか。私達のそうした取り組みへの評

価は、体育関係者ではなく、必修の体育学習を経験

した全国民から受けるということを改めて認識した

い。数十年後、彼らが社会を担う頃、その真価が明

らかとなるという視点を持ち、一丸となり取り組み

たい。 (平成 18年 3月 寄稿)

篠昇屏彰纂文疹薇請瘍易体
育課指導主事 佐 藤

はじめに

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会

(以下教育課程部会)の審議経過報告が発表され、
並行して 「健やかな体を育む教育の在り方に関する

専門部会 (以下、健やか部会)Jでは、体育・保健
体育の目的を明らかにする作業が続いている。

これらの動向を受けて、平成18年度からは、具体

の学習手段の論議が始まり、まもなく新たな学習指

導要領の姿が明らかとなる。

1 次期学習指導要領の動向

次期学習指導要領では、「言葉Jの重視と「体験J
の充実を通じた学習・生活の基盤づくりを重視し、

全教科を通した取り組みを求めている。現行学習指

導要領で示された「生きる力Jは、「実社会とのか
かわりの中で具体化し発展させる」という意味を込

めて、「人間力Jと いつたキーワー ドで見直しを図
っている。

また、体育・保健体育が中心的に担つてきた「た

くましく生きるための健康や体力Jは、「健やかな

体」として継承され、「健康を保持増進し生活を改

善する力」の育成を目指すこととなる。こうした整

理は、すでに体育・保健体育が学習ノー トや話し合

い活動等の授業実践を通して、現学習指導要領下で

すでに具現化している内容であり、体育・保健体育

の目指す方向性への先見性を感じている。審議経過

報告での注目すべき教育内容の改善の方向として、

「教えて考えさせる教育を基本とするJと したこと、

また、「早寝、早起き、朝ごはんJと いった基本的
な生活習慣の確立について保護者の責任に言及した

こと、及び 「教育課程編成に関する現場主義の重

視」を示したことが挙げられる。

2 ミニマム特定に向けた期待と課題

健やか部会へ投げかけられた審議のテーマは、子

どもに身に付けさせようとする資質・能力の育成及

び知識・技能の確実な定着であり、「すべての子ど

もが身に付けているべきミニマムとは (以下ミニマ

ム)Jと いう副題で審議の状況がまとめられた。こ

れまでの体育学習で必ずしも明確とは言えなかった
「体育でなにを教えるのかJと いった学習内容その
ものの論議であり、教科の存在を確かなものとする

意味において、重要な転機となると認識している。

こうした論議は、大学レベルだけではなく、体育

・保健体育に携わる学校現場、教育委員会も論議に

積極的に加わり、共通理解を図ることが重要だと思

つ。

これまで、追究してきた「運動・スポーツの楽し

さJと いうテーマは、学習した結果として得られる
上位目標として依然有効であると言えるが、「子ど

もの自主性を強調するあまり、教師が指導を躊躇す

る状況があったのではないか」と教育課程部会で指

摘しているように、手立てや仕掛けが見られないゲ

ーム中心の授業も一部に見られ、体育学習に若干誤

解があったことも否めない。その反動として、新た

に、体力や技能に重点を置く訓練的教科への逆行と

いう振り子が大きく振れ過ぎてしまう危険性も手ん

でいると思う。

そうしたことからも、論議の前提として、ミニマ

ムの捉え方を明確化し、具体的方策への論議を行う

必要があるのではないだろうか。

まず第 1に、ミニマムの対象となる児童・生徒

は、特別な支援を要しない子どもをイメージとして

おり、その支援のあり方については、ミニマム特定

の論議と分け、推進する方向性を確認したい。

第 2に、ミニマムの設定に際しては、現行学習指

導要領の示す目標は適切か、また、教師の持つ授業

力向上によって保障できるものなのか、という視点

が挙げられる。「目標に準拠した評価Jを推進する

上で、一層の授業改善が求められる中、様々な工

夫、改善に向けた取 り組みがなされており、こうし

た成果を踏まえた上でのミニマムの分析が欠かせな

いと言える。

第 3に、体育・保健体育の目指す方向性は、記録

やスキルの向上のみに留まらず、運動・スポーツを

通じて行われる、いわゆる「人間力」の育成にある

と思う。そうした育てたい視点は、数値化が難しい
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我が校の体育実践、これまでとこれから
営型授業モデル→ゲーム、ボール運動

○健康型授業モデル→保健

○パフォーマンス型授業モデル→表現運動

例えば、ボール運動 (バスケットボールを例に)

をなぜ運営型授業モデルとしたのか、校内での検討

過程を辿ってみると、次のようになる。まず、ボー

ル運動の学習内容は、「プレイヤー」と「オフィシャ

ルJ(運営役割担当 :審判、記録、作戦の支援)に分か

れる。プレイヤーの課題は、作戦 (思考・判断)を 中

心としたプレーと練習の工夫である。この活動は、

テームの成員が互いにかかわり協力し、チームとし

ての力をいかに発揮させるかが大きな課題となる。

従ってこの活動は、テームづくりである。次に、

「オフィシャル」になったテームは、審判をし、ゲーム

と対戦チームを観察し、動きや声かけなどを助言す

○運営型授業モデルの学習構造

る。この活動は、ゲームづくりである。さらに、全員

で学習計画、練習の選択など、バスケットボールの単

元の学習づくりを行う。これは、学習づくりである。

以上の『チームづくり』『ゲームづくり』『学習づ

くり』を概観してみると、 これは、まさに、運営す
るという表現に適した学習活動であり、且つ子ども

たちの協力・協働が重要となる授業モデルである。

そこで、ボール運動を “協力・運営型"と称するこ

ととした。なお、ボール運動で学んだ “学び方"を

生かし、『総合的な学習の時間』の活動として学年

内の大会、近隣校との大会を計画・実践することを

考えた時、それは、“大会運営型"と 大きく発展して

いくこととなる。このように、領域の特性を生かし

た授業モデルは、運動の面白さを実感させ、学び方

を学ばせるとともに、技能と、体力の向上に効果的で

あると考えている。

大会運営

曾

チームづくり

作 戦
分 析
評 価

学習づくり

活 用
記 録
工 夫

ゲームづくり

ルール

審 判
支 援

Ю弄型臨 了譜長 菅原健次

1 説明責任に耐え得る教育活動の展開と学校の使命

授業改善と授業評価の研究に取り組む本校にとっ

て、中教審『健やかな体を育む教育の在り方に関す

る専門部会』から平成17年 7月 27日 に示された『こ

れまでの審議の状況』の副題が与えてくれた力は極

大である。即ち “すべての子どもたちが身に付けて

いるべきミニマムとは ?"と の表現は、 これまでの

教育界には見られない強く鮮明な主張であり、課題

を正面から取り上げようとするその姿勢に学び、大

きく勇気付けられ前に進むことができた。また、

『はじめに』も改訂に向かっての意気込みを感じる

記述が続く。『教育に対する社会の要請は、「学校

は、具体的に何を身に付けさせてくれるのか ?Jと

いうことである。』『学校教育については、「子ども

たちにとって必要なものJを 「すべての子どもたち

が身に付けられるようにするJと いう基本に立ち返

り、まず、「すべての子どもたちJに共通して最低

限必要なもの (いわゆる 「ミニマムJ)を、保護者

のニーズや社会全体として必要性等を踏まえつつ、

「目的Jと して特定することが必要である。』こうし

た発想は、これまでの教育界では明瞭でなかった点

である。

次に目についたのは、『学校は保護者・納税者に

対して、いわゆるアカンタビリティーを維持しなけ

ればならない。そのためには、達成しなければなら

ない「目的」は、だれにでも達成度・成果が容易に

分かるように具体的に示されている必要がある。』

とかなり強い調子の記述であるが、簡明に体育科の

課題を説明している。『ミニマム』は、 これからの

学校教育が果たさなければならない『アカンタビリ

ティー』に対する起点であると受け止められるが、

以下、具体的に本校の実践を紹介する。

2 本校における授業モデルの試み

毎年報道される体力の実態は、限りなく右肩下が

りで、運動技能の低下も目立ち始めた。どうしてこ

のような状況になったのであろうか。昭和53年度の

体育科の学習指導要領では、運動の楽しさが重視さ

れた。これは、運動の楽しさが、子どもたちの運動

欲求を充足し、意欲化を図り、その意欲が自ずと運

動の日常化に結びつき、ひいては体力と運動能力の

向上を図れるとの考えから生まれたものである。さ

らに、平成 3年と平成 7年に文部省から『小学校体

育指導資料』が提示された。そこでは、学習過程と

して “モデルA" “モデルB"が示された。 これ
は、二つの楽しさや喜びを子どもたちが体験してい

くための典型的な学習の道筋である。この考えが果

たした役割は大きい。しかし、30年近くが経過し、

体力も運動能力も向上したとは言い難い。また、今

日の年間授業時数90時間という時間的な条件を考慮

するとき、具体的で分かりやすく、子どもにとって

意味のある体育科の学習内容が求められている。そ

して、意味ある学習内容こそ、ミニマムである。

そこで、我が校では、児童にとってもっと楽し

く、もっと喜びのある授業、教師にとっては授業の

ねらいや指導のポイントが分かりやすいモデルの創

造を目指した。リニューアルされた新たな学習の進

め方を『授業モデル』と呼び、次の6つのモデルを

設定した。

○技能追求型授業モデル→器械、陸上、水泳

○感覚型授業モデル→基本の運動 ○フィット
ネス型授業モデル→体つくり運動 ○協力・運

練習の選択

○運営型授業モデルによる学習過程 (五年生のバスケットボール)

l時～ 5時 (オ リエンテーション・総当たり戦) 6時～ 8時 (対抗戦)

学

習

活

動

学習計画を立てる (オ リエンテーション～大会)

みんなで楽しむためのルールの工夫

チームの時間 :作戦タイム

ボールを使ったコーディネーショントレーニング※

(3on3、 シュー トなどの練習)
ゲーム→ゲーム→ゲーム

ゲームは 3ピ リオ ド制による

オフィシャル (審判、記録、作戦への支援)の活動

ふり返り (ルールに関する問題の解決)

・同じ相手と2回対戦する
。チームの時間 (コーディネーショントレーニ

ング、練習を選択して実施)
・ゲーム→チームの時間→ゲーム→チームの時
間→ゲーム (3ピリオド制)
・ふり返り (チームでの作戦や友だちのよさ)

※コーディネーショントレーニングとは、主と

して調整力を高めるための運動である。
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○授業モデルのねらいと重点について

例 1 技能追求型……器械運動、陸上運動、水泳『わかる・できるモデル』 (ど うだった 1!)
ねらい :できるようになる楽しさを味わわせることを最大の課題とする。

指導の重点 :つまずかない課題と場づくり。補助用具。運動のポイントの理解 (気づき)

例2 感覚・工夫型……基本の運動『めまい、たてゆれモデル』 (クルリン、オレ !!ユラユラ)
ねらい :動 くことの気持ちよさを味わうことを重視。グニャグニャ走る、 くるくる回る、跳び降り
る、揺れる、リズミカルに走る・跳ぶ、なりきって動くなど

指導の重点 :擬態語による動きの提示・開発。環境づくり (場、音楽)め まいの感覚の活用

例3 フィットネス型……体つくり『体カアップ・体の知識モデル』(体力UP。 そしてフムフム)
ねらい :体力の向上と神経、心肺機能の発達などとの関係を知的に理解させ、体への関心や体力の向

上への意欲を高めようとする。

指導の重点 :成果の分かりやすい表現 (数値)。 体への効果やトレーニングの知識の理解

例4 協力・運営型……ゲーム、ボール運動『作戦・ハイタッチモデル』 (レ ッツプレイ&サポート)
ねらい :チームワークを通して集団的技能を身に付け社会性をはぐくむ。→支えるスポーツヘの発展

指導の重点 :ルール 。作戦の工夫。タスクゲーム。対戦方式の工夫→総合的な学習への発展

例5 健康モデル型……保健『実験 。調査・態度化モデル』 (なるほど、つづけるぞ !!)
ねらい :実験や科学的知識に基づいた心と体の健康を目指す行動の実践化・ライフスタイルの確立ヘ

指導の重点 :身の回りの課題。実験や調査、ロールプレイング。行動の変容から習慣化、態度化ヘ

第 43号

別紙① 体育授業参観者チェックリスト (5因子法)
北区としま若葉小学校2005・ 5012

1点 |まったくあてはまらない 2点 :あまりあてはまらない 3点 :どちらともいえない 4点 :よくあてはまる 5点 :たいへんよくあてはまる

別紙②     子どもによる体育の授業についての調査

はい :3点  どちらでもない :2点 いいえ :1点

-9-

〓
キ連体学報連体学

3 本校における授業評価の試行

本校は、研究主題を『豊かな健康生活をささえる

体育知の創造』とし、子供にとって意味ある学習内

容を身に付けるため、指導のねらいや学習内容、学

習の道すじを明確にした授業モデルの創造を目指

し、実践を通して研究を進めてきた。また、その研

究内容の正否を明らかにするため、授業モデルの価

値 (子 どもと教師にとって意味ある学習展開であっ

たか)を明らかにするとともに、保護者に対するア

カンタビリティーを果たすため、授業評価の方法を

工夫してきた。その評価方法及び内容項目は、筑波

大学副学長高橋健夫教授が提唱されている “参観者

による授業観察法"鰯可紙①)や “子どもたちによ

る形成的授業評価"(別紙②)を参考にしたもので

ある。

前者では教師の指導性や教材の工夫、子どもの意

欲や子どもの身に付けたもの等々の 5項 目について

5段階で評価し、授業後直ちに集計し、研究協議会

の俎上に載せられる。なお、数値化した結果は別紙

の通りである。本校における教員相互の授業評価は

次第に具体的な根拠をもって行われるようになり、

客観性が高まってきている。一方、数値には子ども

の意欲や技能の高まりを評価する結果が見られ、こ

れは、学識経験者による観察評価や児童による授業

評価と符合している。

我が校の研究実践は、現場の授業実践を通して自

ずと行き着いたものである。その実践が図らずも

『健やかな体を育む教育の在り方に関する専門部会』

や「審議経過報告18・ 2・ 13付Jの示す方向と軌を

一にすることが少なくないのは、「それで行きなさ

い。」と肩を押された感があり、さらに、授業モデ

ルの設定や授業評価の精度を高める実践に取り組ん

でまいりたい。

(3)年 (2)組
(ぶ らさがったり、まわったり)の授業『鉄棒を使っての運動』

1 先生はほめたり励ましたりする活動を積極的に行つていた
2 先生は、心を込めて児童に関わっていた
3 先生は、適切な助言を積極的に与えていた
4 学習成果を生み出すような運動 (教林 場づくり、課題)力〕調意されていた
5 学習資料 (学習ノート、カード)が有効に活用されていた
6 楽しく学習できるような運動 (教材、場づくり、学習課題)が用意されていた
7 子どもが、意欲的に学習に取り組んでいた
8 子どもの笑顔や拍手、歓声などが見られた
9 子どもが、自ら進んで学習していた
10 授業の場面展開が、スムーズに行われていた

11 移動や待機の場面が少なかった

12 授業の約束事が、守られていた

13 子どもが何を学習し何を身につけようとしているのかよく分かる授業であった

14 子ども同士が、積極的に教え合っていた

15 子どもの上達していく姿がみられた

16 今日の授業は「よい体育授発 であった
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学習

諫
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↑総括

1 深く心に残ることや、感動することがありましたか。(感動体験)
2 今までできなかったことができるようになりましたか。 (技能の伸Uう
3 「あっわかった !J とか「あっそうか !」 と思ったか。 (新しい発励
4 せいいっぱい、全力をつくして運動することができましたか。餅青‐杯運動)
5 楽しかったですか。(楽しさ体関
6 自分から進んで学習することができましたか。(自主的学習)
7 自分のめあてに向かって何回も練習できましたか。 (めあて学習)
8 友だちと協力して、なかよく学習できましたか。 (仲よく学習)
9 友だちとお互いに教えたり、助けたりしましたか。 (協力的学習)

]

∃

ヨ

コ

成果
286→ ③

意欲・関心
267→ ③

学び方
228→ ②

協力
262→ ④

総合
248→④
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究する姿を予測しておく。ふれさせたい運動の

特性や運動の本質にせまることと、子供の学び

の事実を的確につかみ、適切に働きかけること

につながる。

イ 評価活動 (自 己、相互)の設定
自分が求めている楽しさをより明らかにした

り、 自分では気付かない運動の意味を実感した
りできるようにし、次時への意欲につなげてい

く。

○ 自由記述の体育ノー トを活用し、運動後の
思いと次時への目当てを明らかにする

○ 観点を明確にした運動の図や一覧表を活用
し、友達の活動の様子をとらえる機会とする

ウ  「見合い 。話し合いの場Jの設定
子供の願いなどの情意面や、取り組みなどの

活動面が、浮き彫りになって友達に伝わる見合

い 。話し合いの場をもつ。

工  「見合い 。話し合いの場Jにおける、取り上
げる事柄の吟味・選定

子供の中で何が高まってきたのか、取り組み  3
方、思考・発想、運動技能の観点のうちどれに

当たるのかを明確にする。

(4)成果と課題

① 成果
○ 場の構成 (空間的、時間的、人的)を考えて
学習を展開するようにしたことで、子供が願い

を膨らませて運動にかかわろうとする姿が見ら

れた。

○ 自分の動きや考えに手応えや自信をもった
り、 自分に足りないものを感じたりした時に、
子供は人とのかかわりを求めるようになってい

く。その際に適切な見合い 。話し合いの場を設

定したり、助言、演示といった教師の直接的な

指導を行つたりしたことで、さらに願いの実現

に向けて運動とのかかわりを深めようとする姿

が見られた。

○ 子供がふれる運動の楽しさや喜びが何なのか
をあらかじめ予測しておくことと、動きと内面

の両面から追究の姿をとらえようとすることに

よつて、今日の前にいる子供たちに適切に働き

かけるためのねらい (指導内容と方法)がより

明確になることがわかってきた。

② 課題

○ 子供が,いを強く揺り動かされたのは、動きの
高まりという事実の提示であった。例えば勝敗

の結果や、記録の達成、連係プレーなどの動き

の成立であった。それを契機に子供は自分の取

り組みや考えを見直したり、新たな活動へ歩み

出したりしていこうとする。また、仲間と対話

する子供の姿は、動きの高まりに伴い、運動共

感が起きる場面において見られた。

○ 子供が友達にかかわりを求める場は、必ずし
も見合い 。話し合いの場に限らず、その方法は

必ずしも言語を介さない。友達とのかかわりの

とらえ方について今後も引き続き研究を深めて

いく必要がある。

○ 様々な取り組みを見せる低学年の子供の願い
を、実際の動きと書いたものとを重ねてとらえ

る難しさがあった。場への多様なかかわりを見

せる子供の姿をどう見取っていくのかを、評価

の仕方も含めて考えていくべきである。

次期学習指導要領改訂も視野に入れた、これか

らの研究

○  「動きの高まりの実感」に焦点を当てる
中央教育審議会の経過の状況や、これまでの

研究の成果と課題を踏まえ、今後次のことを大

切にして研究を進めていきたいと考えている。

(1)「運動の特性の 3要素」を踏まえた教材化

【指導内容の明確化】

ふれていく運動の特性は、子供から見れば運

動の楽しさ (機能的特性)であるが、教師の側
には加えて構造的特性、効果的特性への構想が

不可欠である。まず特性を吟味しておくことが

指導内容を明確にすることにつながる。

(2)「わかるJ「できるJ「かかわる」が保障され

る学習の展開 【指導方法の明確化】

動きの高まりが見られるようになるには、

「わかるJ「できるJ「かかわるJの学びの姿が、

どのように展開されるとよいのか、その方法に

ついて検証していく。

(3)高 まりゆく子供の姿の予測と検証

【育てたい子供の姿の明確化】

一人一人が動きの高まりを実感する様相につ

いて可能な限り想定しておき、その都度、違い

をとらえ、的確な指導につなげるようにする。

1 はじめに

昨年度は全国学校体育研究大会・富山大会におい

て、研究発表をする機会に恵まれた。より「富山ら

しさ」を意識しながら、本校における継続的な実践

研究を表すことに全力を尽くし、浅国会長先生、赤

松先生をはじめ、参加いただいた多数の先生方のお

かげで無事実施することができた。ここに深く感謝

申し上げると共に、僣越ながら、「これまでとこれ

からの体育学習の在り方Jに ついての自分の考えを

表していきたい。

2 これまでの研究の概要

(1)研究主題
「自ら運動の楽しさを求め、学ぶ喜びを実感できる

体育学習 一 『願い』に寄り添い、『ねらい』を
明確にして働きかける教師の営みを探る一 J   ②
(2)主 題設定の趣旨

点毎に、単元における基礎・基本を「付けたい

力」として位置付けておくことで、カリキュラ

ムを通した一単元の役割や一時間のねらいが明

確になり、子供に働きかけるべき内容が決まっ

てくる。

イ 運動素材の教材化
子供の′さを揺り動かし、自分を高めようとす

る強い願いが生まれるような、運動との出会い

が大切であり、次のような観点で運動素材を吟

味し、教材化を図つていく。

○ 子供の興味や関心・技能・学習経験状況を
生かした、 どの子供も意欲がわく運動
○ 特畦が明確で、どの子供もそれを十分に味
わうことができる運動

○ 子供の追究に値し、子供と教師が共につく
り上げていくことができる運動

力の高まりを感じ取ることのできる学習の場

(空間・時間・人)の 設定

これまで 「目当て学習」の推進に向けて、「かか   願いは魅力的な学習の場の設定により、徐々に
わりJをキーワードにしながら体育学習を展開して  「日当て」として具体化される。
きている。育てたい子供は、嬉々として運動に取リ   ア 活動の場
組む中で、自分から運動の楽しさを求め続ける子供    ○ 子供にとって分かりやすく容易に使いこな
である。さらには同じように自発的な取り組みを続     せる場
ける友達の存在を認め、互いに尊重し合う子供であ    ○ 技能の向上に有効に働く場
る。                          ○ 自分の取り組みに合わせて選択したり、工
また、これまでの検証から子供たちに確かな基礎     夫したりできる自由度の高い場
・基本を培う上で、改めて子供の「願い」のもち方   イ 人的な場の設定
と教師の 「ねらいJの置き方が課題となってきてい     目的に応じたペアやグループを大切にする。
る。自ら運動にかかわろうとする意欲を高め、運動   ウ 時間的な場の工夫 (弾力的な学習過程)
が子供の生活の中に確かに位置付くために、まず体     子供が自分の今もっている力で、運動を楽し
育科における身に付けたい基礎・基本を明らかにし    む場と、新たな課題を見つけ、それに挑戦しよ
ておくことが大切だと考える。以上のことから、主    うとする場を行き来できるようにしておく。
題と副題を上記のように設定してきた。       ③ 自他の異同を明らかにし、互いに認め合える友
(3)研究内容                    達とのかかわりの場の設定

① 強い願いが生まれるための運動素材の教材化    ア 動きと内面の高まりを想定し、学びの事実を
ア  「付けたい力」 (基礎・基本)の設定        つかむ
関心・意欲・態度、思考 ,判断、運動技能の観     その運動を通じて子供が感じ取る喜びと、追
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ねらい 2-各グループ自由技の習得を通して学ぶ

めあて①…個人やグループの課題を確認しその

解決のための活動計画を考える。

めあて②…相互評価を行い「教え・学び合いJ

をさらに発展させる。

(3)学習指導の視点
視点 1 主体的に学ぶ
特に 「めあて 2」 において各班ごとに話し合

い、自分たちに合った技を難度A～ Cの 中から 1

つずつ選択し、始めのチェックテストを基に自分

たちの課題を確認し、その解決 (目 標達成)の た

めに自分たちで活動計画を立て、練習方法や場・

用具・時間配分等のI夫 をしながら活動していけ

るよう支援していきたい。

視点 2 「互いの関わりJ
グループワークの中で技を選択し、 自分自身の

課題と共にグループの仲間の課題を確認する。そ

の解決のための活動計画を生徒自ら立案し、「思

考・判断J「話し合いの場Jを設ける。また、相

互評価を行う中で「教え・学び合いJを通して仲

間づくりができるようにしたい。

視点 3 「学習の深まりを目指す教師の支援」
活動計画の要点を掲示すると共に、各班ごとに

資料を綴 り課題解決に向け活動できるようにす

る。また、個人カードの記入の要点等も資料とし

て掲示し、 しっかり考えるような習慣を身につけ
させたい。さらには、不安感や恐怖感を取り除く

ためにお互いに補助したり、常に安全に留意して

活動する態度も身につけるようにしたい。

(4)単元における配慮事項
○体力の向上、健康の保持増進を目指すと共に、安

全に留意し運動を行う。

○器械運動の特性を理解し、学習の進め方を身につ

け、技に挑戦する。

○グループや個人の能力に応じた課題解決を目指

し、練習の方法や場の設定を工夫する。

3 研究の成果と課題

(1)成果
○種目選択をすることで生徒の積極性や自主性を期

待したが、選択する際に偏りがあり、生徒の要望

を聞くことができなかった。しかし、それぞれの

種目に当てはまり、「技Jの選択をすることで、

当初期待していた 「自主性J「積極性Jが見られ

た。

○グループワークを通して「教え・学び合い」の中

から、良い人間関係が構築され、運動が好きとい

う生徒が増えてきた。

○個人やグループの課題を確認し、その解決に向

けた活動の中で、「工夫」をしようという意識が

高くなってきた。

(2)課題
○教材、教具の充実を図るとともに、視聴覚教材等

を授業で活用できるように工夫、改善を行う。

○単元における年間計画や指導計画、評価規準等に

おいて学年や生徒の実態に応じ再度見直す必要が

ある。

○生徒相互が客観的な視点で他者の評価ができるた

めの判定資料の再検討。

(3)考察
保健体育科として 「思考・判断Jの場を生徒に

どう位置づけ、指導または支援してきたのか、と

いうことを振り返ると、これまでの授業を再検討

しなければと感 じ、今回の研究活動を行つてき

た。「グループワークでの教え合い 。学び合いを

通して、仲間と共感する態度を育むことにより、

思考力・判断力が身につくであろう。」という仮

説を打ち出し、取り組んできたが、「成果」と共

|こ 「課題Jも 多くでてきた。その中で特に活動時

において、生徒に様々な工夫をさせるためには、

教師が常に先を見通し、意図的な仕掛けを準備し

ておく必要がある。怖い、痛い、危ない、できな

い→やらない、ではなく、どうすれば 「怖く、痛

く、危なくなくなる」か、「できるようになる」

かを考えさせるような支援 (補助の方法等)が肝

要だと感じた。今後さらに検討・研究を重ね、体

育教科の目標に掲げた「積極的に体力つくりと仲

間づくりができる生徒J「 じつくり考え判断し、

行動ができる生徒Jの具体化を目指したい。

I はじめに

本校保健体育科では、観点別学習状況評価の4つ

の観点のうち、 これまで教科における 「思考・判
断」のとらえ方と、その評価規準に疑問や悩みを感

じていた。「生きる力Jの基本となる「思考力J「判

断力Jを 保健体育の授業において 「どのような場

面」で「どのように」身につけさせたらよいだろう

かという「課題Jを基に 「テーマ」設定をする中

で、近年、子どもたちの体育離れ (二極化)、 人間

関係が上手くできない等の問題点を重ね合わせ、

「グループワーク」を取り入れれば 「教えあい 。学

び合いJを通して課題解決に近づけるのではないか

という仮説で、本研究に取り組んできた。

I 本校保健体育科の目標

○積極的に体つくりと仲間づくりができる生徒

○じっくり考え判断し行動できる生徒

Ⅲ 教科経営の具体的取り組み

(1)学校教育目標及び教科目標に向け、施設・設備

等の安全点検と学習環境の整備の充実を図る。

(2)学習指導方法の工夫・改善に向けたP(プラ
ン)D(実 践)C(評 価)A(改 善)のサイクル
(指導と評価の一体化)を図ると共に教科として

のマネシ
・
メント (教科としての計画性)を作成する。

(3)目標に準拠した評価についての研修会や、指導

主事訪問要請等を積極的に取り入れ、評価規準の

工夫・改善を図る。

Ⅳ 研究主題

「グループワークを通して学び合い、積極的に授

業に取り組む生徒の育成」

～思考力・判断力を育む授業の展開をめざして～

1 研究主題設定の理由

近年生徒を取り巻く生活環境や社会の変化に伴っ

て、「体力・運動能力の低下」「二極化現象J等の間

題が顕在化してきていると言われている。

本校においては、運動部活動がとても盛んで、地

区や県の大会において、上位の成績を残すなど、比

較的運動の好きな生徒が多い。その反面課題もあ

り、「じっくり話を聞き、考えて行動に移す」「運動

は好きだが集団で行動することが苦手あるいは、上

手くこなせず消極的になりがちな生徒に分かれてい

るJ等である。

本校では、生徒に基礎的・基本的な内容を確実に

身につけさせ 「生きる力Jを育むため、「選択学習

幅の拡大J「個に応じた指導の充実J「問題解決的な

学習の充実Jのポイントを押さえ、グループワーク

を通して、「教え・学び合い、仲間づくり、社会性J

を育むと共に、個人や仲間の「課題解決学習Jに取

り組む中で、「思考・判断」が高められるのではな

いかと考え、本主題を設定した。

2 研究の実践

学習のねらいと道すじ

(1)学習のねらい

○器械運動の特性を理解し課題技に取り組み、さら

に自由技を選択し挑戦して取り組む。

○グループワークを通して仲間作りと共に、めあて

を持つて課題解決に取り組む力を高める。

(2)学習の道すじ
ねらい 1…課題技の習得を通して学ぶ

めあて①…各グループごとに活動計画を立て、

課題に取り組む。

めあて②…グループで教え・学び合いをしなが

ら共に高め合う。

12-― ―-13-
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1 はじめに

本校は、昭和16年の創立で 今年65周年目を迎え

ており、既に卒業生は16,800人 を超え、これまで財

界及び政界などで活躍する多くの優れた人材を輩出

しております。

昭和44年に県立移管となり、現在の校名である

「青森県立青森北高等学校」となったわけでありま

すが、昭和59年に男女共学となるまでの44年 の間、

一貫して公立男子校としてバンカラな校風を伝統と

する質実岡J健をモットーに文武両道を標榜して参り

ました。

学校規模は、学年 7学級 (普通科 6、 スポーッ科

学科 1)840名 (男子約500名 、女子約340名 )の大

規模校であります。

運動部活動では、硬式野球部 (過去に甲子園春夏

3回出場)、 柔道部 (イ ンターハイ27回出場)、 ラグ

ビー部 (花園 8回出場)の外、相撲部、空手部など

輝かしい戦績を残しており、近年は加えて剣道部や

陸上競技部などが顕著な成績を挙げております。

卒業生の進路は、約 8害Jが上級学校へ進学し、そ

のうち、国公立大学合格者が50名 を超えておりま

す。

平成 12年度に本県初のスポーツ科学科が設置さ

れ、生徒はトップアスリートをはじめ、将来のスポ

ーツ指導者及びスポーツアシスタント等を目指して

日夜勉学に励んでおります。なお、本校は昭和57年

度と平成 16年度の 2度にわたって、 日本学校体育研

究連合会表彰として、全国学校体育優良校になって

おります。

2 本校の現状について

本校の特色ある体育授業として、スポーッ科学科

における授業について述べてみたいと思います。  `

スポーツ科学科では、スポーッに関する幅広い知

識を有し、将来のスポーツ指導者として必要な専門

知識の習得を図ることを目的に日々授業が行われて

おります。

まず、 2学年では、毎週木曜日は英語や数学など

の一般教科の授業をまったく組み入れず、 1校時か

ら終日実習及び研修が行えるよう完全フリーの状態

とし、校外授業に出かけられるよう配慮しておりま

す。

主に、新総合運動公園内にある屋内体育館やスポ

ーツ科学センターをはじめ青森市スポーツ会館等に

出、それぞれの施設に常勤するスポーツ専門員やス

ポーツ科学専門員を講師に、運動力学、運動生理学

の外、 トレーニング処方あるいは競技者としての心

得などスポーッ選手としての心構えや競技を中心と

した日常生活のあり方など幅広い講義を受け、将来

のアスリート並びに指導者としての資質向上に努め

ております。

また、実習は同施設を利用して水泳を行い、冬季

は市内にあるスキー場及びスケート場でスキー、ス

ノーボードやアイスホッケーなど多岐にわたるスポ

ーツを体験しおります。

さらに、今年度からカーリングを取 り入れまし

た。平成12年に青森県で行われた冬季アジア大会を
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契機に青森市ではカーリングの街を標榜して参りま

したが、同アジア大会カーリング会場となった青森

市スポーツ会館に常設の専用カーリング場 (4レー

ン)があり、 トリノオリンピックの「チーム青森」

のホームグランドとして使われている施設が一般に

も開放されていることから、市カーリング協会の協

力を得て実習を行うこととしました。

なお、本校では週 5日 のうち月曜日から水曜日ま

での3日 間、 7校時のぶら下がり時間を設け、普通

科 1・ 2学年は小論文指導や進路に関する指導、 3

学年は進路対策 (受験科目講習)を行っております

が、スポーツ科学科ではこの時間、部活動を実施で

きるよう配慮しております。 (別表次頁参照)

専門科目「スポーツ IJの体育分野でエアロビク

スを取り上げておりますが、第 I期生が自分たちの

卒業発表としてオリジナル体操を創作したいと希望

し、「青北体操」が完成しました。

この体操は、地元作曲家にイメージ曲を依頼し、

それに生徒が考案した動きを振り付けして出来上が

ったもので、子供から大人まで幅広い年齢層に対応

できるよう工夫されておりました。翌年、 この体操

をさらにアレンジしながら発展的に改良し、「青北

健康体操」として完成させました。

曲も本県の代表的祭りである青森ネブタの囃のテ

ンポをイメージした曲を採用し、障害のある人たち

にも参加できるよう部分的に2パターンの動きが考

案されており、これまで地域の老人施設をはじめ、

幼稚園や養護学校等に出向き、園児、高齢者並びに

身障者と一緒に体操を楽しみ好評を博しておりま

す。

このように、青北健康体操を通して地域交流を展

開しながら地域に開かれた学校運営に貢献しており

ます。

なお、本県はご承知のとおり、本州最北端に位置

し、冬季間、青森市を含む津軽地方は降雪量が多

く、毎年豪雪に見舞われます。

文部科学省では、学習指導要領の中で、「自然と

のかかわりの深いスキー、スケー ト等の指導につい

ては、地域や学校の実態に応じて、積極的に行うこ

と。Jと しているわけでありますが、本校ではその

地域の特性を利用し、冬の体育授業として普通科に

おいてもスキー、スノーボー ド及びスケート教室を

行っております。これらのスポーツを体験させるこ

とにより、寒い冬の間、ややもすると室内にこもり

切りになりがちですが、スポーツを日常生活の一部

とする生涯スポーツのキッカケとなることを期待

し、集中授業 (1日 6時間の体育授業)と して実施

しております。

3 本県の現状と課題

前学習指導要領のキーワードとして揚げられてき

た「個に応じ、個を生かし、個を尊重する」考え方

を実践する体育の 「選択制授業Jは、生徒数減少に

伴う教員定数削減措置の矛先が体育科に向けられる

ことが多く、そのため、郡部小規模校の多い本県で

は、文科省が理想とする本来の形態とはほど遠く、

1日態依然とした教師主導型の授業の域を脱し切れて
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「本校スポーツ科学科のこれまでとこれから」
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いないのが現状である。さらに、現学習指導要領の

主題となっている「心と体を一体としてとらえた体

育授業」も残念ながらその意図する考え方が本県体

育教員の隅々にまで浸透していない嫌いがある。

その原因を私なりに考察するに、まず 1つは、県

教委による主旨説明が不十分であること。 2つ 目と

して、学校体育を研究する団体 (例えば、県学校体

育研究連合会や教科教育に関する研究団体等)の組

織が弱体で、十分な研究機能を果たしていないこ

と。さらに 3つ 日として、毎年行われている全国規

模の研究大会への参加が極めて少ないことなどが考

えられる。

その背景には、逼迫した財政事情から、県当局も

研修会の必要性を感じながらも予算が付かないため

に研修会を開催できないことや、現場管理職である

校長の理解不足、そして、教員 1人 1人の研修意欲

及び関心の低さなどの教員の課題がある。

〔週時程〕

4 おわりに

本県では、平成H年 7月 に「スポーッ立県を宣言

し、“いつでも どこでも 誰もが"を モットーに、

スポーツに親しむ環境づくりに努める傍ら、 “強い

青森県"を 目指した競技方向上を図るための諸施策

を行っているわけですが、そのような状況の中にあ

って、スポーッ科学科設置の目的は直接的には県の

施策とあくまでも異なるものでありますが、将来の

スポーツ指導者あるいはアスリー トを目指す生徒

が、スポーツ科学科を卒業後に大学進学を果たし、

将来、地元青森に戻り本県の競技スポーツ並びに生

涯スポーツ等の指導者となるとすれば、結果的にこ

れらの県の施策に合致することとなります。

そのようなことは別としても、今やスポーツは世

界共通の文化のひとつとして捉えられており、今後

一層進展するであろう国際社会において、人種、信

条、社会的身分又は、思想などを越えた「文化」と

してますます発展することを願わずにはいられませ

ん。

体育・スポーツに親しむことにより、これらを通

した健康づくりと国際平和に貢献できる人間の育成

を図るため、今後さらに体育・スポーツの意義やす

ばらしさを理解させながら、スポーッの楽しさを体

験させ、生徒たちに自ら進んでスポーッに親しむ習

慣を身につけさせるよう教科体育のさらなる工夫、

充実に努めて参りたいと思う次第であります。

第44回全国学校体育研究大会基調提案

富山大会基調提案の要旨

富山熙 鷲浸郷升郷Б部長 小 林 福 治

はじめに

富山大会の主題を「基礎・基本を身に付け、学び

続ける力をはぐくむ体育学習Jと し、自ら課題を見
つけ、その解決に向けて 「主体的に学び続ける」子

供の育成、基礎 .基本の確実な習得に向けた「授業
の在り方Jについて研究を進めてまいりました。

1 幼稚園の取り組み

幼児期における「生きる力Jと は、遊ぶ力ととら
え、遊びは仲間をつくる力であり、遊びを見つけた

り工夫したりする力です。この遊びを充実させるこ

とが幼児教育にとって一番大切なこととしてとらえ

ています。

そのためにはまず、遊びの意味を問い直し、遊び

による個と個の関係や夢中になって遊ぶ姿を追い、

多様な動きから発達していく「身のこなしJが、教
材、友達、指導者などと深くかかわっていること、

子供の内面の育ちが物的・空間的環境の構成とかか

わっていること等に焦点を当てた研究に取り組んで

います。

2 小学校の取り組み

楽しい体育の本質を求めて「楽しい」の捉え方を

その種目でしか味わうことができない「楽しさ」に

触れさせながら、競争あるいは達成欲求などを満た

していくことに重点をおいた単元構想を考えていま

す。また、主体的に学び続ける子供を育成するため

に、めあて学習を重視し、そのめあてが自分にあっ

ているのか、その活動はめあてを意識した活動なの

か、自ら振り返ることができる学習を大切にしてい

ます。さらに、神経系の発達するこの時期、身のこ

なしに重点を当てた技能の習得に努めています。
このような取り組みを通して、運動能力や筋力が

高まる中学生期に思う存分スポーツに親じめる運動

感覚とモチベーションを高めたいと思っています。

3中学校の取り組み

生涯にわたって積極的に運動に親しむための基礎

を培うためには「運動の特性に応じた課題をもつ」
「課題解決を目指し学習活動を工夫するJ「仲間と豊

かにかかわりながら学習を進めるJな どの学び方を
身に付けることが重要です。

そのために、種目 (単元)に入る前や授業のはじ

めに、子供自身にその種目を行うための基礎体力の

必要性に気付かせるとともに、学習カー ドの充実を

図り、運動技能の獲得と基礎体力の向上が実感でき

る授業展開を心がけています。

このような取り組みを通して、運動の学び方、能

力に適した運動課題のもち方を身に付け「学び続け

る力Jを はく
゛
くみたいと思っています。

4高等学校の取り組み

子供一人一人が積極的に授業に参加し、健康の保

持増進と日々スポーツにかかわる姿勢が、保健体育
の授業で育成できるよう取り組んでいます。

保健体育の学習では、種目のベースとなる基礎・

基本の重要性を常に指導の中に加味しながら、生徒
一人一人に応じた技能の選択幅を種目の中にもたせ

るとともに、子供同士のかかわりを活発にした授業

展開を心がけています。

さらに、教師からの一方的な指示だけで終わって

いる授業を見直し、教師と子供がともに主体的に授

業にかかわれる授業づくりに取り組んでいます。

5 障害児教育諸学校の取り組み

子供が運動を生活に取り入れるとともに生活の質

を高めることができるように、体育学習の充実を目

指しています。

保健体育科の役割として、子供が適切な運動を行

うことによって体力が高まり、運動を通して友達の

頑張る姿に気付き、仲間とかかわる喜びや運動の楽

しさ・喜びを実感できることを願つています。

体育学習を通じて、卒業後を想定し、生活に運動
・スポーツを取り入れる意味を理解させるような、

指導法を研究しています。

おわりに

富山大会において「体力低下」の問題を真摯に受

け止め「確かな学力」を向上させるために、子供の

学びの姿を見取る教師の力量を高めてまいりまし

た。また、体育学習では、教材、仲間、指導者との

「かかわり」をキーワー ドに研究を進めてまいりま

した。

今、子供たちのおかれている環境を見つめ直すと

やはり、保健体育科として 「運動することの楽しさ

や意味を理解させること」「技能を身に付けさせる

ことJを発達段階に即して指導することです。
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第 2分科会 富山市立堀川小学校
記録 富山立堀川小学校教諭 谷 本 和 信

研究主題 仲間とのかかわりを契機に、
運動へのかかわりを深めていく子供の育成
1 研究発表
(1)発表者 教諭 谷本和信
(2)研究主題設定の理由
子供の最大の関心事は、課題となる運動のよりよ
い実現である。課題の解決には、基礎・基本となる
運動の技能の習得、そのための学び方が必要である。
これらが保障されて、子供は意欲を増し、可能性を
開花させて運動に取り組み、個性的に運動の本質的
な楽しみや喜びを見つけていく。その過程で、仲間
とかかわることが契機となり学びの道筋を確かにし
ていく。そして、子供は自ら高まりを求めて運動ヘ
のかかわりを深めていく。
(3)研究の視点
運動の本質的な楽しみや喜びを見つけていくため
の基礎・基本の指導を充実させ、子供の側に立って
運動教材の魅力に迫ろうとする子供の思いや願いに
沿って指導していく。一人一人の子供が目当てに向
かって練習に取り組む 「一人学習J、 動きの見合い
や教え合い、話し合いなどの仲間とのかかわりの場
を「集団学習Jとする。この 2つ の視点から、教師
は単元の構成を考え、刻々と変容する子供の行動と
内面をとらえ、的確な指導を行う。
(4)研究の実践 (公開授業の概要と成果)
2つの授業は、器械運動領域の単元である。
子供一人一人が自分の演技を練習する活動 (一人
学習)と、仲間の演技を見合い、思いを聴き合う活
動 (集団学習)の場を設けた。
①第 4学年「じまんの連続技―鉄ぼう」8/10時

授業者 峠 修一
集団学習で、 T児は、「バケモノ (後方両膝掛け
車輪)」 ができるようになった歩みを紹介した。そ
の過程で怖い思いをしたが、仲間のがんばる姿が自
分を奮い立たせたと話し、演技を披露した。
T児 に対し、H児 は、「これからは怖がらずに練
習したいJと発言し、 Y児は、「自分の連続技に磨
きをかけ、仲間の目標にされる連続技にしたいJと
発言した。
子供は、自分が何をどのような理由で「自まんJ
ととらえているのかを考え、具体的に自分の連続技
を見直す契機となった。
②第 5学年「回転をつなく

゛
演技―ゆか運動―J8/10時
授業者 谷本和信

集団学習では、10m四方の連絡マットの場で音楽
をかけ「速くてきれいな回転のつながりJが目当て
であると話したR児が演技を披露した。これに対し、
M児は、「ゆったりとした曲で、ゆっくりと回転を
つなぐ方が難しく、それができれば演技の美しさが
見ている人に伝わる」と発言した。
子供たちは自分の演技を振り返り、自分のよさを
みつめて目当てをより確かにした。
2 研究協議
(1)課題の持たせ方と課題解決に必要な指導

質 :あ まり動きが見られない子どもへの援助は ?

答 :4歳児は保育者が遊びの中に入つて、子どもの
思いをくみ取りながら動きのある遊びを提案してい

くことが必要な時期である。遊びの楽しさが味わえ

るように配慮している。

助 :幼児期に大切なのは調整能力である。子どもが

何気ない遊びの中でどんな動きをしているのかを見

ていくことは大切である。

質 :調整能力を伸ばすには、どのようなことをした

らよいのか。

答 :い ろいろな素材や道具を使つて遊びに変化をも

たせ、動きを誘発するようにしている。

質 :安全面についてどう考えているか。

答 :子 どもの動きを見たり予想したりして、子ども

とともに遊び方を考えるようにしている。安全面を

配慮することは大切なことだが、過度の配慮は子ど

も自身の危険察知力の育ちを阻むのではないか。

3 指導助言 ～保育・保育者の視点から～
日本女子大学教授 岩崎洋子先生

。幼児期の運動とは「身体を使うことすべてが運動

であるJと考えている。運動というと運動遊具を使
うことや、“○○運動"と名の付く遊びをすること
だという概念でとらえてしまうと非常に狭いものに

なってしまうのではないだろうか。毎日の生活の中

で様々な形で身体を使うこと、それがまさに運動で

あり、それが豊かであればあるほど運動的な技能に

結び付いていく。子どもたちは、今、身体のどこを

使つて自分の思いを自分の体で実現しているのかと

いう視点で見ることが大事である。

・運動は身体の問題としてとらえがちだが、心の間

題であると考えられている。子どもたちは、自分の

中でこうしてみたい、やってみたいという意欲、欲

求があって初めて休が動く。心のエネルギーを蓄え

たり刺激をもらったりすることが大事である。また、

自分の思いを実現しようとする実行力も同じくらい

大事である。

・人間が生涯生活するのに必要な動きが、84種類ほ

ど分析されており、それが 5歳までに出そろう。 5
歳までにいろいろな形でいろいろな動きを経験する

ことがポイントとなってくる。

過去に子供たちが取り組んできた技の映像を保存
して利用している。子供たちは学校生活の中で、他
の学年の子供の技を目にすることが多い。また、教
師が積極的に指導や補助を行い、下位の技能の習熟
度を観察し、必要に応じて上位の技に取り組ませて
いる。教師のかかわり方を、子供たちが見たり聞い
たりして、教え合いに生かしていけるようにしてい
る。
(2)集団学習の意味と授業の評価
単元の節目に意図的に設ける集団学習は、子供の
実態に即して、意欲が高まったり、課題解決のヒン
トが得られたりする話題を想定する。そして、子供
がどこまで到達したかだけでなく、今どこを通って
いるのかということを評価し、指導に生かしていく。
(3)カ リキュラムと単元の構成
鉄棒は回転軸が一つ。床運動は回転の軸が移動し、
多様な回転軸を自ら組み合わせる。一つの軸と無限
の軸。両極地にある単元を行うことで子供の能力が
伸びると考え、技を習得するだけでなく、もう少し
授業時数をかけて、子供が自分のよさを生かして運
動するレベルまで育つ時間を確保している。
3 指導助言  鹿児島大学 教授 武隈 晃先生
(1)深まりのある授業について
深まりを追求しようとする最善のグループを「学
級集団Jと 考え、集団学習の場を意図的に設けてい
た。一人一人の学びの深まりを広め、仲間の取り組
みと比べながら、自分の学び方を見つめる姿が見ら
れた。
(2)仲 間とのかかわりと技能の高まりの関係
一人一人の子供が運動とかかわり、その運動のも
つ意味を見つけ出すことをサポー トするのが、体育
の重要な役割である。技能を高める過程に仲間の力
が必要な場合があり、それは、一人一人の子供が運
動の積み重ねでできる仲間とのかかわりである。
(3)カ リキュラムについて
どの学年でどこに重点を置くか、学校として 6年
間をどのように考えていくかを明確にして、授業時
数の配分を考えることが大切である。深まりを考え
るとき、深まりを保障するだけの時間が必要である。
(4)学校体育文化の役割について
鉄棒が校舎内外でいつでもある、朝から全校で走
って体力つくりに励むなど、 日々積み上げている学
校体育文化がとても大切である。特に、挑戦するこ
との価値、追究を継続する価値、他者とかかわるこ
との価値などを強く感じた。
(5)こ れからの体育学習における評価について
運動へのかかわりを深めるためには、仲間の助言
をどのように自分の運動に生かしていくか、学習資
料にはどのような活用の仕方があるのかなど、運動
の学び方を学んでいくことが重要である。授業を通
してどのような学び方を身に付けさせることができ
たかということを評価をしていくことが求められる。
体育という教科が何を目指すのかだけではなく、教
科内容を明確化していかなければならない。

鐸ヨ1男紆斗会  富山大学人間発達科学部附属幼稚園
記録 富山大学人間発達科学部附属幼稚園教諭 廣 田 仁 美

研究主題  「集団の中で育つ個と個の関係性J
～夢中に遊ぶ姿から～

1 研究発表
(1)発 表者 富山大学人間発達科学部附属幼稚園

教諭 石倉 卓子・吉田 真寿美
(2)主題設定の理由

子どもが夢中になって集団的な遊びに取り組む過

程で、個と個の関係性がどのように育つていくのか

を考察したいと思い「集団の中で育つ個と個の関係

性」を研究主題に掲げた。幼児期は心が安定して初

めて様々な活動に取り組み、心と体が動いていく。

そのため、保育者は子どもの発想や興味を大切にし

て自ら意欲的に活動できるように援助することが大

切であると考える。保育者や友達との関係性も重要

であることはいうまでもない。

集団的な遊びが “個"に どのような影響を与え、
“個と個の関係性"を どう変化させ育んでいくのか
を考察し、心と体を “うごかす"こ とが子どもたち
にとってどのような意味があるのかをとらえていき

たい。また、その際子どもの内面をしっかりととら

え、一人一人に期待する育ちを明確にして進めてい

きたい。

(3)研究の視点

○夢中に遊ぶ中で子どもが経験している多様な動き

のとらえ

○子どもの夢中に遊ぶ姿を通して、集団の中で変容

し育っていく個と個の関係性の分析・考察

(4〉 研究の実践

3歳児は、保育室内にスズランテープで作つたお

化けを天丼から吊すなど環境の工夫を行った。 4歳

児は、体ごと使って遊べるように、忍者ごっこを保

育者と一緒に楽しみ園庭を駆け回つたり、大きな段

ボールを素材として、家作りをしたりした。 5歳児
は竹で作つたアスレチックで竹渡りの技を磨いたり

竹をリズミカルにたたいて恐竜コンサー トを開いた

りした。幼児期は心が安定して初めて様々な活動に

取り組み、体を動かし始めるのである。保育者は子

どもが自ら意欲的に活動できるように、一人一人の

発想や興味・関心を大切にして人的 。物的環境の工

夫を行った。

2 研究協議
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第 3分 科 会 富山市立奥田」専 校
記録 富山市立上条小学校教諭  上  田 哲  治

研究主題  「主体的に学び続ける子供をはく
゛
くむ体

育学習J

l 研究発表
(1)発表者

奥田小学校教諭 仙田 麻子・盛 宏之
(2)主題設定の理由

○子供が主体的に学ぶために

・安全に安心して運動や運動遊びをすることができ

る環境整備

・確かな力をはく
｀
くむ魅力ある単元構想

・本気で他とかかわる場の構想

・相手に伝わる話し方や心を寄せて聴く態度の育成

これらのことから、主体的に学び続ける子供をは

く
゛
くむ体育学習の在り方について研究を進め、進ん

で運動に取り組み、健康な生活を求めていこうとす

る子供を育てていきたいと考え、本主題を設定した。

(3)研究の視点
・子供はどのようなときに自分の追及を振り返ろう

とするのか、その契機や状況を丁寧にとらえ、主体

的な学びにつながる有効な振り返りの方法や観点等

を具体化する。

・各教科のつけたい力を明確にし、個の学びと結び

付けながら評価するとともに、子供自身が自分の歩

みを実感することができる評価の在り方を工夫する。

・一人学習で見つけたそれぞれの考えのよさや違い

を、話し合いの中で生かし、共感し合いながらさら

に高め合って行くには、どのような時期にどのよう

な内容で話し合いをもてばよいかを探る。

「個の学び」がかかわり合いの中でどのように影

響し合い、どう変容していつたか、それは豊かな人

間性を育てたり、確かな学力を身にiNlけたりするこ

とにつながったかについて、具体的な子供の姿から

探る。

(4)研究の実践

子供たちが運動を楽しいと感じ、進んで運動に取

り組んでいこうとするには、昨日の自分より高まっ

た今日の自分を認識することが大切と考えた。その

手だてとして、ふり返リカー ドの工夫。コンピュー

タやVTRを 利用した動きの確かめ,効果的な話し

合いの場の設定など、支援をしていくことを考え授

業を構想した。

2 研究協議
02学年の表現運動では、話を作り上げていくとい
うより曲を感じながら体を動かす喜びを味わわせる

ことが大事だと考える。曲に身を任せて動いている

中に自分は何かになっているという思いが生じてき

た時、即興の動きの世界に入っていると思う。リズ

ムと即興の区別はなく、二つはスパイラルに絡み合

って高まっていけばいいと考える。 評価について
は、自分の評価と友達からの評価とに分けて、教師

の願いも含めながら子供たちと相談して評価表を作

成した。授業後の振り返りではシールの色で自己評

価し、シールだけでは表せない思いは自由記述させ

ている。

04学年の器械運動では、できない技をできるよう
にしたいと練習していた子供と、できる技を洗練す

るために練習していた子供が混在していた。ある程

度のできばえになったら次の技へ移行させることで

楽しさが増えたり、一つの技を納得いくまで高める

ことで運動の特性に触れ好きになったりする。一人

一人の思いを大切にした指導に心がけたい。

3 指導助言 福丼大学助教授 宗倉啓先生
○自分の身体を巧みに操作するという基本の運動を

きちんと教えているから、 2年生でダンスを取り入
れることが可能だった。「基本の運動」が出てから

20年以上になるが、重要な領域だと思う。歩く、走

る、転がる、投げる、よじ登るなどの動きを重視し

て進めてほしい。基本の運動を基盤にして表現運動

にもっていこうとしておられることに感心した。

○自分のめあてに向かって 「どうすればよいかJ
「どこが悪いのかJと いった分析的な学習を取り入
れながら進めていくことが大変重要である。マット

運動だけではなく器械運動に関して 6年間を見通し

たカリキュラムを学校として持っているということ

は大いに学ばなければならない。子供たちはわかり

ながら、できることを増やし、わかるという認識を

手がかりにして人とかかわり合っていくことがしつ

かり押さえられていた。

第 4月輝絵  高岡市立平米小学校
記録 高岡市立平米小学校教諭 松 崎 義 治

研究主題 ともに高め合い、生き生きと運動を楽し
む子供の育成

1 研究発表
(1)発 表者 高岡市立平米小学校教諭 松崎 義治
(2)研究主題設定の理由

体育学習の基礎・基本をしっかりと身につけるこ

と、友達とかかわって運動する楽しさを味わうこと

をより確かに学んでいくことで、生き生きと運動を

楽しむ子供が育っていくと考え、本研究主題 「とも

に高め合い、生き生きと運動を楽しむ子供の育成J

を設定した。

(3)研究の視点
① 基礎・基本の確実な習得を図るための工夫
ア つけたい力を明らかにした運動素材の教材化
イ 子供のよさを想定した支援
ウ つけたい力が着実に身につく指導
工 日常的に運動に親しめる学校環境
② 友達と豊かにかかわるための工夫
ア かかわりが生まれてくるような学習環境
イ 話し合いの場のもち方
ウ かかわりが生まれる学習形態
工 学級の枠を超えたかかわりの場
(4)研究の実践

第 2学年の宝運びゲーム (鬼遊び)では、コート
の大きさや宝の数やタグの数を工夫すること (視点

①ア②アウ)により、子供たちの活動の意欲が持続
し、作戦を工夫しながら宝運びゲームを楽しむこと

ができた。顔のマークで書く自己評価カー ドを使う

ことで、その子供の取り組みや意欲を素早く把握す

ることができた。自由記述の欄で子供の思いを具体

的に知ることができ、次時の指導や助言に生かすこ

とができた (視点①イ)。 作戦ボー ドを活用したこ

とで、かかわりを深めていくことができた (視点②

イ)。

第 4学年のハンドボールでは、 どの子供も活躍が
できるようにハーフコート3対 3のゲームを提示し

た (視点①アイウ)。 ハーフコー トでのゲームから

オールコートのゲームヘと移行することで、単元の

前半では主にハンドボールの個人技能を、単元の後

半では主に集団技能を効果的に学ばせることができ

た。

兄弟チームをつくり、互いのゲームの様相を観察

し合うことで、次の時間にはその解決が図られると

いう姿がみられるようになった (視点②アウ)。 体

育新聞を通して子供の願いを紹介し、次時の学習に

おける具体的な課題を設定したことで、 1時間の終
末における話し合いを焦点化することができ、互い

の思いを交換し合うことができた (視点②イ)。

2 研究協議
意 :子供が「Kさんが、先生の助けなしに踊つたよ。J
と言つたことは、お互いに見て高め合っていること

だと思う。二人で羽をこすり合わせる様子について、

見ている子供はどこがいいと思ったのか、実演した

子供にはどんな思いがあったのかについて語り合う

時間を持つことが豊かな表現に通じると思う。

質 :ソ フトバレーボールで『作戦をうまく使ってゲ

ームを楽しもう』という課題と、「楽しむにもいろ

いろあるよねJと いう先生の言葉。楽しいをどうと
らえて授業を展開するのか、どう其現化していくの

か。

答 :何を楽しいととらえるかは、子供の立場から考

えるべき。つないでアタックを決めることが楽しい

子供もいれば、相手コー トに返せることがうれしい

子供もいる。その子供に合った楽しみ方ができるよ

うに学習を進めてきた。

3 指導助言 横浜国立大学教授 高橋和子先生
2年生の表現リズム遊びでは、安全で、何をやっ
ても許されて、褒めてもらえるという場が設定され

ていたことがよかった。子供たちは L手に話を聞い

たり、発表したりすることができていた。グループ

編成は、 1年生は一人、 2年生は二人というように、
学年に合わせた人数がよい。低学年には教師が積極

的に介入するようにするのがよいと思う。

5年生のソフトバレーボールでは、子供たちはとて

も活発に動いていたし、作戦をしっかり立てていた。
「できるJと 「分かる」をどう結びつけるかが授業
のポイントであったと思う。教師はいいタイミング

で誉めて、上手にやる気を出させていたし、大事な

ことをしっかりと伝えていた。

2つ の提案授業は、ともに高め合い、生き生きと運

動を楽しませるよい授業であったと思う。

1 1:11,::|::
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第 6分 科 会 富山市立堀り|1中学校
記録 富山市立堀川中学校教頭  岡 島 俊 樹

研究主題 一人一人が学習の道筋を知り、自ら学び、
自ら考える力を育てる体育学習 ～ハンドボール・
バレーボールを通して、個人の思いや考えを集Fllに

生かそうとする態度を育てる～

1 研究発表
(1)発 表者

堀川中学校教諭

嶋峙 智・山木恵一・柴山優子
(2)主題設定の理由

本校生徒は、 自分にあった課題を見つけたり、課
題解決のための方法を考えたりすることが苦手な傾

向にある。授業を進めるうえで、 自分にあった課題
を設定し、その達成に向けて方法を考え練習し、評

価することの繰り返しが大切であり、そこから生ま

れる成就感、喜びを感じてほしいが、その前にあき

らめてしまう傾向にあると言える。

以上のような実態から、本校体育科では、バレー

ボール、ハンドボールの授業を通して、学び方の基

礎・基本を身に付けるとともに、運動に親しみ心身

ともに健康な生徒の育成を目指し、本研究主題を設

定した。

(3)研究の視点
ア 生徒が、学習の道筋を知り、計画を立てて
学習をすすめる手だては適切だったか

イ 教材・教具の工夫は適切だつたか
ウ 支援と評価が適切になされていたか
(4)研究の実践
生徒が、課題を立てるために、学習カー ドを工夫

したり、自分の力を知るためにビデオを利用したり

した。また、学習の道筋を知り、計画を立てて学習

をすすめていくために、オリエンテーションの内容

やタイミングについても研修をすすめてきた。

バレーボールでは軽いボールを利用したり、ハン

ドボールではゴールキーパーの絵を貼り、キーパー

をさけてシュー トさせたりするなど、生徒のやる気

が起きるように教材・教具を工夫した。

生徒の学習カードから個人、チームの状態を知り、

授業の中で支援するタイミングを見ながらグループ

や個人によって支援の方法を変えた。また、自己評

価や相互評価を重視し、お互いのよさを認め合える

ような場を設定するとともに、生徒のわかりやすい

言葉で評価規準を明確にした表などを提示した。

2 研究協議
授業者から授業説明があり、その後質疑応答を行

った。

(1)バ レーボール
・「技術の基礎・基本」の指導について

・ 学年に応じたルールの工夫について
・ ラリーを続けることと得点をきめる楽しさを

種目の特性に触れさせながら、どのように味わ

わせていくかについて
。 評価における技能のとらえ方について

(2)ハ ンドボール
・ 診断的、形成的、総括的評価について

・ 課題のもたせ方について
・ 運動が苦手な生徒への教師やグループの仲間

の関わりについて

・ 技能の習得とチームプレイについて
。 男女共修や選択制について

3 指導助言 金沢大学助教授 藤谷かおる先生
1年男子のバレーボールの授業では配布資料、学

習カー ド等、細やかな資料が豊富であった。学び方

の工夫として、オリエンテーションを3時間設定し

たという点があった。また、ルールについては発達

段階を考慮して工夫していく必要がある。コミュニ

ケーションルールという関わり方の工夫も見られ、

子どもたちの現状をよく踏まえたものであった。

3年女子のハンドボールの授業でもオリエンテー

ションを重視されていた。また柔らかいボールの使

用、兄弟チームの設定、今日のMVPと いう工夫も
見られた。相手の攻撃パターンが団子型の場合、飛

び出し型の場合、ゾーン型の場合等に分けて対応す

るための練習方法を提示してあつた点もよかった。

課題解決学習では課題の発見を導く手立てが重要

になってくる。教師からゲームの様子に応じたアド

バイスも大切であり、生徒が考える部分、工夫する

部分を残した「あらあらの設定Jが必要。教師は舵
取りの役目である。投げかけによって揺らぎをおこ

し、かき回して刺激を与えるなど、学習の流れを作

りながら道を付けであげる。最後にこういう方向で

行きますよという止めを打てる先生であって欲しい。

大会:

第 5角滞絵  富山大学人間発達科学部附属小学校
記録 晰劃 学ヽ校 沼 崎 信 行

研究主題 自ら運動の楽しさを求め、学ぶ喜びを実
感できる体育学習～「願いJに 寄り添い、「ねらいJ
を明確にして働きかける教師の営みを探る～

1 研究発表
(1)発表者 富 |ll大学附属小学校教諭 沼崎 信行
(2)主題設定の理由

これまで 「目当て学習Jの推進に向けて、「かか
わりJをキーワードにしながら体育学習を展開して
きた。自ら運動にかかわろうとする意欲を高め、運

動が子供の生活の中に確かに位置付くために、まず

体育科における身に付けたい基礎・基本を明らかに

しておくことが大切だと考える。またこれまでの検

証から子供たちに確かな基礎・基本を培う上で、改

めて子供の「願いJの もち方と教師の「ねらいJの

置き方が課題となってきていると考え、本主題を設

定した。

(2)研究の視点

① 強い願いが膨らむ運動素材の教材化
ア  「付けたい力J(基礎・基本)の設定
イ 運動素材の教材化
② 力の高まりを感じ取る学習の場の設定
③ 自他の異同を明らかにし、互いに認め合える友
達とのかかわりの場の設定

(3)研究の実践

子供にとって学びがいのある運動を吟味し、子供

の追究を動きや取り組みといった 「活動する場面J

と、 自己評価ノー トや相互評価の活動からうかがえ
る「内面の高まりJの両面からとらえることに焦点
を当てて研究を深めてきた。

その結果、まず場の構成 (空間的、時間的、人的)

を考えて展開するようにしたことで、子供が願いを

膨らませて運動にかかわろうとする姿が見られた。

また適切な見合い・話し合いの場を設定したり、助

言、演示といった教師の直接的な指導を行ったりし

たことで、願いの実現に向けて運動とのかかわりを

深めていく姿が見られた。さらには、子供がふれる

運動の楽しさや喜びが何なのかをあらかじめ予測し

ておくことの重要さが明らかになってきた。

動きと内面の両面からとらえようとすることによっ

て、今、日の前にいる子供たちに適切に働きかける

ためのねらい (指導内容と方法)がより明確になる
ことがわかってきた。

2 研究協議
【提案授業 1の協議会】

意 :かかわりの中に励ます、ほめる、教える、見合

うなどいろいろあると思う。教師がそのかかわりを

整理してあげて、動きの質をほめるなどはっきりさ

せるとよい。

意 :い い動きとは何なのか、 というビーチバレーな
りの技能分析が必要だと思う。手のひらやひざを山

げることも大事。その意味でステップアップゲーム

を組んであったのが良かった。

答 :技能分析からかかわりを整理して示すことを学

んだ。 日々の授業に生かして生きたい。
【提案授業 2の 協議会】

意 :意欲、動き、思考・判断の 3観点から見ても高

まっていると思う。今日の課題の「素早くもどる」

が子供の意識と合致していたのか。

答 :速攻によるシュートに意識が高まっている子供

たちの目を、守備の仕方に向けさせたかった。「マ

ンツーマン」の守備から「ゾーンディフェンス」の

有効性に気lNIかせたかった。そうすると、サイ ドか

らの展開、フローターの有効性とジャンプシュー ト

の発現が期待できると考えていた。

3 指導助言 大阪教育大学教授 赤松喜久先生
「願いJと 「ねらいJの関係は、常に均衡の関係
が保たれていることが果たして理想なのかどうか。
「揺らぎを起こすことによって、確信に導いてい

くJという考えがある。今回の提案はノンバーバル
な姿を授業でうまく取り上げて、一つの意図性をも

つて展開しようとするまとまりのある営みであった

と言える。教師のねらいとの関係で、観点を組み合

わせて評価する、その度合いがどうあればよいのか

についても示唆に富んでいたと思う。
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第 7分 科 会 高岡市立志貴野中学校
記録 高岡市立高岡西部中学校 星 野 正 行

研究主題 自己の体力・運動技能を高める体育学習
―器械運動を通して学習意欲を高め、

運動技能の習得に努める生徒の育成―

1 研究発表 I
(1)発表者 志貴野中学校教諭 坂林 恭行
(2)主題設定の理由

近年生徒を取り巻く生活環境や社会の変化に伴っ

て、生徒の体力の低下が懸念される。その改善のた

め基礎体力の向上を図ることや、運動に親しむ資質

や能力の育成について、学校の教育活動を通して行

うことが不可欠であると考えている。

本校保健体育科では、「生徒自らの課題を自ら解

決するための学び方を習得し、課題解決に向けて積

極的に取り組む生徒の育成」を目ざし、「自己の体

力・運動技能を高める体育学習」を研究主題として

実践を続けてきている。

(3)研究の視点

視点 1 能力に適した運動の課題を解決していく
ための指導計画の工夫

視点 2 課題の解決を目ざして、主体的に学習を
進めていくための指導過程の工夫

(4)研究の実践  器械運動の授業実践
<視点 1>
ア 3年間を見通した指導計画の工夫
イ 生徒の実態に応じた種目選択の工夫
ウ 種目に応じたトレーニングの工夫
<視点 2>
ア 生徒の課題追究に必要な学習資料の工夫
イ 技のできばえや記録の伸びがわかり、記入が
簡単な学習カードの工夫

ウ 運動領域・種目に応じた学習形態の工夫
工 視聴覚機器の利用
2 研究発表 I
(1)発表者 志貴野中学校教諭 新田 公代
(2)研究主題

自己の体力・運動技能を高める体育学習

―授業始めのトレーニングと長距離走―

(3)研究の実践

①陸上競技 (長距離走の取り組み)

第 8分不斗会  富山大学人間発達科学部附属中学校
岩 田 万 里 子

・2000mの記録測定を4回、ミニ駅伝を3回 (1
人750mの欅リレー)を毎時間交互に行う。
・2000m走の時は、タイムが近い者同士でグルー

プを作り、ベースをつかむ練習を行う。

・ミニ駅伝の時にはチームごとに考えたトレーニ

ング (イ ンターバル トレーニングなど)を行う。
②授業始めのトレーニング

体育の授業の始めに短時間 (30秒間)で継続的に
トレーニングをし、基礎体力の向上を図る。

種目…馬跳び、腹筋、腕立て伏せ、フライングス

プリット

3 研究協議
2つの研究発表と研究授業をもとに、次の内容に

ついて活発な協議がなされた。

03年間を見通した指導計画について
○体育科としての学び方とは

○器械運動の技の構成、技の段階表について

○視聴覚機器の利用について

○長距離走のグループ編成や2000mという距離に
ついて

○振り返りや豊かな関わり合いに関して

4 指導助言 富山大学講師 佐伯聡史先生
○ 「学び続ける力」が一番の大きなテーマでした。

学び続けるための基礎・基本、それが身に付くた

めには何が必要かということになると、人間の体

そのものである体力というところに戻っていく。

○長距離走を効果的に行っていくうえで最大のポ

イントは生徒のモチベーションをどのように維持

していくかということに尽きる。今回の研究で良

かった点はトータルの目標タイムだけでなく、非

常に細かい目標設定があったことです。また、あ

きさせないために2000m走 とミニ駅伝を交互に行
うことも非常にうまいやり方だなと感じた。

○よく考えられた内容でトレーニングが行われて

いた。それが体力、筋力の向上につながる。結果

として器械運動の授業へとつながっていき、そこ

でやる気が出る。そして先生からの指導を受けて

技ができるようになる、そういういい流れができ

ているのではないかと思った。

/^｀
ヽ

記録 富山大学人間発達科学部附属中学校教諭

研究主題  「主体的に学び、互いにかかわりながら
学びを深めていく体育学習はどうあればよいか」

1 研究発表
(1)発 表者

富山大学人間発達科学部附属中学校教諭

岩田 万里子・横山 毅
(2)主題設定の理由
「自ら進んで学んでいく姿=主体的に学んでいく

力」をもった生徒の育成こそが、生涯スポーツの基

礎を培うために最も大切である。また、人間関係が

希薄化している現代では、教え合い・励まし合い活

動を通して豊かにかかわり合うなどの、社会性の発

達やコミュニケーション能力の向上が強調される。

以上のことから、体育学習における基礎・基本を明

確にし、課題学習を進めながら、主体的に学ぶ姿と

仲間とのかかわりを通して、より学習を深めていく

ことを目ざして本主題を設定した。

(3)研究の視点

視点 1 「主体的に学ぶ」
視点 2 「仲間とのかかわり」
視点 3 「学習の深まりを目ざす教師の支援J
(4)研究の実践

① 体つくり運動 (体力を高める運動)
体カテス トの結果や運動経験等から、個々に課題

を設定し運動プログラムを設定した。同じような課

題を持つ生徒同士が、運動の効果を情報交換したり、

動きを見合つたりして、互いにかかわり合って活動

していた。体育に関する知識や保健分野の学習内容

についても触れることが、運動の意義や高め方を知

るための有効な方策となった。また、体力を高める

ための手段として、様々な運動や用具を提示するこ

とにより、個々の課題解決に向けた実践方法がいく

つもあることが明らかになった。

② 集団マット運動
自分に合った課題を設定し計画を立てながら技の

追究をしていける時間と、グループの課題を追究し

ていける時間を、各班の実態に応じて計画的に設定

したり、練習方法や練習の場の工夫をしながら活動

したりできるように支援していくことができた。ペ

アグループで相互に観察し合い、観点に合わせて評

価し、アドバイス (よい点や改善点など)し 合う活

動を取り入れていった。そのアドバイスを自分たち

の動きの改善に生かしていく姿がみられた。

2 研究協議
男女共習の授業の中、仲良く活動し、各自が課題

をしっかり持って取り組んでおり、主体的に学ぶと

いう点や仲間とのかかわりという点では、うまくい

っていた。それぞれの授業の基礎・基本はどのよう

に捉えているのか、また、集団の中での個の評価は

どのように、考えているのか等の協議がされた。

また、体つくり運動では、体力についての理解は

どのようにしていくのか、 3年間の位置づけ、 3年
生のこの時期に単元として取り扱う意味、多様な用

具準備等の質問や各学校での取り組みの例などを挙

げての話し合いがされた。

3 指導助言 富山大学教授 橋爪和夫先生
「主体的に学ぶ」とは、自分の体を知るというこ

とであり、自分を知って、自分ができることを知っ

て、 自信をもつことである。「互いにかかわる」と
いうことは、自分を知ること他者を知ること、平均

とは何かを知ることである。自分を知ることから始

まり他者とかかわることによってまた自分を知ると

いうサイクルができる。そこをコミュニケーション

にしていく事が大切である。今日の授業は、一人一

人の表情は、抑圧感がなく、のびのびと活動してい

た。運動を自分の中に取り入れて、ライフスタイル

にもっていく、体育の命である「明るく豊かな生活

を営む体力を育てる」という基本にこそ、楽しさ、

優しさというものがあると思う。このような授業が

成立するのも、体育のみならず、日頃の教科の指導

がゆき届いている。「楽しさの捉え方」を原点とし

て苦しさと楽しさの中で体力は、自分を知ることに

よつて乗り越えていくことができるのではないかと

考える。

―-24-―
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第 9分不斗会  富山県立滑川高等学校

露学校 研究大会

研究主題  「自ら求めて運動に親しみ、自己を高め
る体育学習J～ レスリングを手がかりとして～
1 研究発表
(1)発表者 滑川高等学校教諭 小西 宙
(2)主題設定の理由

近年、生徒たちの身体能力は著しい落ち込みを見

せている。それは遊びの中で動きを形成することが

少なくなってきたからではないかと考える。統合さ

れた動き、巧みな動きなどを身につけにくい現代社

会だからこそ、学校体育の場で学び身につける必要

があるのではないかと考えるようになった。生徒た

ちの身体能力の落ち込みを解消させるとともに、興

味をもって楽しく取り組める種目として、レスリン

グを題材としてその特性を生かした指導ができない

かと考え研究を始めた。

(3)研究の視点

レスリングの特性をもとに4つ の柱をかかげるこ
とにした。すなわち

①タックルの攻防により敏捷性や平衡感覚、巧緻性
の発達を促す。

②寝技の攻防により、体幹の保持やボディーイメー

ジを確立し筋力の向上を図る。

③ステップワークやがぶりの攻防によリスムーズな

重心移動感覚を養う。

④バリエーション豊かな準備体操により身体の使い

方を学ぶ。

生徒たちはこれら4つの柱を学習することにより
レスリングに対する興味・関心を高め、活動欲求を

満たしていくものと考えた。

(4)研究の実践

ねらい 1と 2を設定して総合的に体力を高めると
ともに活動欲求を満たすよう考えた。すなわち

<ねらい 1>
レスリングに関連した各種ウォーミングアップと

レスリング特有の動きによリスムーズな重心移動や

平衡性、柔軟性を高める。

<ね らい2>
スタンドレスリング、グランドレスリングの基本

技能を理解し、簡易試合を行うことにより総合的に

体力を高める。

記録 富山県立滑り1高等学校教諭  石  政  雄  =

2 研究協議
質 :県教委から「レスリングは武道ではなくスポー

ツの領域で捉えなければならない。Jと指導された
とはどういうことか。

答 :武道は日本古来のものであるが、 レスリングは
日本が発祥ではないとのこと。

質 :強引に技をかける場合に怪我が起きやすいが、

どのような上夫をしているのか。

答 :タイミングの取り方、間のはずし方の他、声か

けで注意を促すよう指導している。

質 :評価のチェックはどのようにしているのか。

答 :全ての項目を時間内にチェックするのは不可能

なので、目立った部分のみチェックしている。

質 :レスリングの評価については技能中心というこ

とだが、器械運動の方も同じか。

答 :多少の違いはあるが、技能中心で行っている。

質 :技能に偏りすぎではないか。

答 :今後観点の重みづけをし補正を加えながら検討
していきたい。

3 指導助言 筑波大学大学院助教授 菊幸―先生
高校体育を芸術科日と同じように科目自体を選択
にしたという動きがある。選択制の中で子ども達が

自発的にどう学んでいくか、どう指導していくかが

非常に大きな関′心事となってくる。指導する際大切

なのは子ども達から見た魅力とは一体何だろうかと

いうことである。全体の運動との関わりの中から要

素に分け入っていくような指導の仕方、逆に子ども

達からみると全身を使って競い合いながらその面白

さ又は達成する喜びというものを感じながら終わっ

てみたらびっしょり汗をかいていたというような運

動の捉え方が必要とされている。今日では自分で目

標を立て努力し相手に負けたとしても「自分はここ

までできた」ということを大事にする学びが重要視

されている。子どもにとって体を動かす喜びや楽し

さというものがどんなところから導き出されて、そ

れを育てるためにはどんな条件を設定し、そして簡

単なルールから難しいルールヘ、簡単な場から難し

い場へいろんな工夫の仕方があるのでその点を今後

も学び続ける学習の姿として配慮していかなければ

ならない。

・動きと動きのつなぎ ・手のひら・指先の向き
・腕の角度やタイミング

(力 )体育大会で実施 (集団としての演技の完成)

②研究の成果と課題

今回の実践により、運動に取り組む前に自分の身

体の動きが頭で考えるイメージとズレがあることを

実感でき、動きの習得には反復した修正が必要であ

ることを理解させることができた。また、仲間との

関わりの中で相手を思いやる気持ちや、お互いが指

導的な立場に立つことで動きを見る日の必要性を感

じ取つてくれたと考える。さらに今後の課題として

は、グループによる学習意欲の差をなくし形式的な

練習に止まらないように、仲間に対してもっと深く

関わり合って気付いたことを正確に伝える力や自分

自身も貪欲に吸収していく資質を高めることが必要

と考えている。

2 研究協議
公開授業で行われた「スタビライゼーションJの
授業で、模範となる動きと生徒の動きが違っている

時にどのような方法で気付かせるかについて、言葉

から受け取るイメージと実際の動きの誤差を実際に

確かめながら反復練習して正しいイメージに近づけ

ることや、スタビライゼーションの効果的な使い方

などについて活発な意見交換がなされた。

また選択授業では、まとめと反省は、個人の感想

文を書くことや班の中で協力してできたかを各班毎

に発表していること等の説明があつた。

3 指導助言
北海道教育大学釧路校教授 小澤治夫先生

年々子供たちの体力低下が著しくなり、体力を高

めるための体育授業のあり方が問われている。体育

の教師は、生活全体を含めた子供たちの現状を知り

その現状に合わせた「良い授業Jをすることが大切で

ある。「良い授業Jの条件は、雰囲気の良い勢いのあ

る授業で、楽しい授業でなければならないが、その

場限りの楽しさではなく克服した後の実感を持たせ

ることが重要なのである。富山商業高校は部活動が

盛んで、雰囲気があり気力があるので、生徒の実態

を考慮すると、スタビライゼーションはさらにプラ

スαの効果が期待できると思う。

画彊藝璽獲錘甕国隋 量祠 [躙

舞ヨ 0カ済斗会  富山県立富山商業高等学校
記録 富山県立富山東高等学校教諭 福 田 里 恵

研究主題  「自己の体に関,い を持ち、互いに高め合
う体育学習J～富山商業高校合同体操を通して～
1 研究発表
(1)発 表者 官山商業高等学校教諭 松倉 恒輔
(2)主 題設定の理由

体つくり運動の一環として富山商業高校合同体操

(徒手体操)の授業を取り入れ、運動の基礎となる
自分の体に関,いを持つことで気付き考える力が身に

つき、 自己の体を知ることで他人の体と比較し仲間
の動きを分析・修正することができるようになる。

また、グループでの教え合いを通して、互いに高め

合い仲間とともに向上していく喜びを共感すること

が、運動の継続につながり学び続ける力の源となる

と考え、本主題を設定した。

(3)研究の視点

①身体各部の名称や各関節の可動域や動かし方を知

ることによって、自分の身体意識を変化させること

が可能であるのか。また、その身体意識の変化を導

くための手だてはどのようなものが効率がよいのか。

②個々の活動への取り組みや、グループ活動におけ

る取り組みへの意欲や意識を高めていくためには、

クラスや学年全体をどのような雰囲気に導いていけ

ばよいのか。

③単に個人の体操としてだけでなく、集団の演技と

して見せる域にまで完成度を高めるためにどのよう

な手だてが有効であるか。

(4)研究の実践

①授業の実際

(ア )オ リエンテーション

・全体計画および授業の流れの説明
・本校における合同体操の意義・歴史
・体育大会におけるマスゲームとしての位置づけ

(イ )全体練習

・基本動作の確認  ・正しいイメージ作り
・体操を覚える (12種類の動きと順序)

(ウ )グループ練習 (ペア練習)

・グループ、ペアによる教え合い

・一つひとつの動きの細部を確認 ・動きの完成
(工 )個別指導・試験・ (修正・評価)

(オ )全体練習 (全体の合わせ)
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雛測回1全国鬱1校1体育癬

第 11分科 会 富山県立」彰 高等学校
執筆者 研究部 小杉高等学校教諭 本 田 由 美 子

研究主題  「生徒自らが学び、自ら考える力を高め  門種目であるので、必死にそして1青熱を持って取り
る体育学習J～互いを認め合いながら、生徒同士が  組んでいた。生徒同士が協力して、 自分たちなりの
教え合う授業～                  自由な発想と想像力を1彰 らませた工夫で全ての活動
1 研究発表                   に意欲的に参加する態度があったと感じられた。

(1)発 表者 小杉高等学校教諭 二瀬寛之      2 研究協議
(2)主 題設定の理由                 研究協議は授業担当者から授業についての説明の

本校では、各教科において学習意欲の高まらない  あと、次の内容について活発な協議がなされた。
生徒が多いという実態から、平成 15年度から「生徒   ○基礎基本を身につけさせるための学習形態。
の学習意欲を高める授業方法の開発研究」に取り組   ○リーダーと他の生徒との評価基準。
んでいる。保健体育科においても習熟度別、技能レ   ○柔道の授業に入る前のアンケートの中身。
ベルに応じた指導を行うなど、場作りを契機にした   ○ハンドボールの授業での、到達目標。
生徒の参加意欲を高める授業を研究・実践してきた  3 指導助言
が、実際に生徒が積極的に体育の授業に参加できた     びわこ成膜スポーツ大学教授 園山和夫先生
かどうかは疑間である。そこで、本年は、より積極   本日の授業は普通授業には適応できないのではと
的に参加し、向上を日指して 「自分たちで考えるJ  思われたかもしれないが、どこかよい部分を積極的
ということに重点を置いた体育の授業の開発研究に  に持ち帰って普通授業でも取り入れ実践してほしい。
取り組んだ。                    評価については 1時間ごとの積み重ねで、全体的に

(3)研究の視点                  見れば診リア的HT価・形成的評価・総括的評価や生徒

①生徒同士の積極的な関わりがあり、協力と工夫  の自己評価・生徒同士の相互評価・教師の専門的評
のある活動                  価と総合的に見てほしい。今回のテーマである「生

②考えることの楽しさを知り、仲間と一体感のあ  徒自らが学び、自ら考える力を高める体育学習Jに
る活動時間の共有               ついては、学習指導要領では生きる力を育む、創意

③基礎基本 (休力を確保した上で)の重要性    工夫、自ら学び自ら考える、個性を生かす、内容の
(4)研究の実践                  定着を図るの 5つがあり、一人一人を生かす学習を

基礎基本の重要性を常に教師が説き続けながら、   展開してほしいと述べてある。個を生かすためには、
その上に積み上げていく技術に関しては、生徒個人  次の 5つが必要である。①学習グループの編成の工
の技能によって選択幅を持たせた。考える力を高め  夫、②場の工夫、③指導時間の工夫、④指導形態の
させるために、生徒同士が互いに協力して活動する  工夫、⑤学習評価の工夫、などの観点に着目した体
時間を増やすことで、 自由な発想と創造力豊かな工  育の授業づくりが欠かせない。
夫ができ、さらには生徒が学ぼうとする意欲が高め   また、 自分の指導成果を振 り返るためにPlan・
られるようにした。一方、生徒が生徒へ行うアドバ  Do・ See・ Check・ Acuonで 自己評価を行う。そ
イスの難しさ、 しかも男女共修であるということの  して学習資料の工夫や多面的な工夫の場があるので、
難しさもあったが、その中で生徒は協力しながら、   これからの授業改善に役立ててほしい。教師の力量
現状に満足することなくより高いレベルを目指した  形成については 3つ の点があげられる。①指導計画
積極的な活動を展開した。またグループの目標を明  の立案、②体育授業の実践能力、③チェック能力、
確にすることで、目標達成のためにグループが一体  である。
となり、できない生徒は助言してくれる生徒に対し   最新の情報を知見し導入して子どもたちに伝えて
てアドバイスを求め、助言者となる生徒も自分の専  いってほしい。

一-28-―
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舞ヨ 2角澤斗会  富山県立富山養護学校
記録 富山県立富山養護学校教諭  中 井  文  夫

研修主題 仲間とともに学び、運動する喜びを味わ
える体育学習

(1)発 表者

種田  稔 富山県立富山養護学校教諭
蔵  浩知 富山県立富山養護学校教諭
前田 直子 富山県立富山養護学校教諭
(2)主題設定の理由

①障害の特性及び実態から

幼少期から行動範囲や活動場面が限定され、運

動にふれる経験が少なく仲間とかかわることや運

動の楽しさや喜びを味わう経験が少なかったため

運動に対して受け身的な面が見られる。

②障害児教育のねらいから

障害者を対象にした生活状況調査では、居場所

の中心が自宅となり、余暇活動の中心がテレビ、

ビデオ、 CDの 視聴で、卒業後は運動にかかわる
ことがますます少なくなる傾向がある。

③体育学習のねらいから

運動を通して友達の姿や頑張りに気づき共感じ

認めあうことや、爽快感や開放感等を味わうこと

で、仲間とかかわることや運動の楽しさ・喜びを

実感できるようになってほしいと願つている。

(3)研究の重点

①目指す児童生徒像

○運動する喜び・楽しさが実感できる児童生徒

○仲間とかかわり、お互いを認め合うことができ

る児童生徒

○意欲をもって、主体的に運動する児童生徒

②指導の視点

[視点 1]個 に応じた指導
[視点 2]運動の楽しさが実感できる指導
[視点 3]課題が分かり積極的に参加できる指導
(4)研究の実践

<授業実践例① 小学部>
「転がしサッカーJでは、ボールを転がすためス
ロープや脚を利用することでボールをつかめない児

童も的を狙うことができた。

<授業実践例② 中学部>

「風船バレーボールJでは、自分達流のルール作
りに取り組み、ボールタッチ数や教師のヘルプをど

うするかの投げかけに、「～したい、～しよう」と

いうつぶやきが徐々に出てくるようになった。

<授業実践例③ 高等部>
「ボッチャゲームJでは、的にボールを近づける
ことを意識して、的の大きさや材質に工夫を加えた。
「方向」「力加減J「チームの協力Jに生徒自身が気
づき、ゲーム内容を改善していった。

2 研究協議
質 :運動の質、運動量の確保や多様化している生徒

の運動の欲求をどう満たしているのか。

意 :生徒に何を身に付けさせたいかを明確にする必

要がある。運動量の確保や個に応じた運動について

は別の単元やグループに分けて行ったりする。集団

で活動を行う場合は、全員が共有できる活動を含む

種目を工夫して設定すればよい。

意 :体育の授業では、ソーシャルスキルを高めるこ

とに注目して授業を進めている。

意 :小学部では 「興味関心を高めるJ、 中学部では

「主体的に運動するJ高等部では 「障害スポーツに
つなげるJと 系統的に目標を設定している。
3 指導助言 筑波大学 講師 齊藤まゆみ先生
個に応じた指導は、 (1)ど のような能力や可能性

があるかを見極める(2)活 動に取り入れるための工

夫をする(3)基本的なスタイルにこだわらず、最大

限に生かすための工夫をする、 という3つ のステッ
プで進められる。個に応じた運動量の確保という点

では、同じ活動の中でそれぞれに応じた量や強度を

求めるのは難しい。手法としては、授業の初めに行

っているランニングで一定時間に走った距離を毎時

間記録して、記録の伸びやその日の調子を子ども自

身が評価できるようにするなど、準備運動と主運動

の 2本立てで授業時間内に確保することが考えられ

る。また、他の単元や授業で確保することもできる。

どの学校でも重度重複化がみられ、同じような悩み

をもつ。先生方が機会を利用し、積極的に意見交換

を行うことが大切であり、参考になると思われる。

糧
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全国‐学校体育研究大

第44回全国学校体育研究大会 (富山大会)を終えて

富山県実行委員会会長 (富山県立高岡商業高等学校校長)中  ,中 克 美

一杏露:鯛饉45憧3

全国学校体育研究大会 (栃木大会)

第45回全国学校体育研究大会が、栃木県で開催さ

れるにあたり、ご挨拶を申し上げます。

栃木県は、1873年 に当時の栃木県と宇都宮県が合

併して、ほぼ現在の栃木県が誕生しました。面積が

6,408 28kf、 人口約202万 人、 14市 19町 (18年 3月 20

日現在)、 学校は、幼稚園208園 、小学校425校、中

学校 17S校、高校86校、盲・聾・養護学校 15校 (17

年 5月 1日 現在、国公私立)と いう状7・Lです。

学習指導要領が、幼稚園・小学校・中学校におい

ては 5年 目、高等学校においては学年進行で4年 目

を迎えています。指導要領の基本的なねらいは、学

校完全週 5日 制の下「ゆとり」の中で「特色ある教

育Jを展開し、幼児児童生徒に「生きる力」を育成

することとしています。体育・保健関係については、

幼稚園、小学校、中学校及び高等学校を通じて、明

るく豊かで活力ある生活を営む態度の育成を目指し、

生涯にわたる豊かなスポーツライフ及び健康の保持

増進の基礎を培う観点から改善が図られ、幼児児童

生徒が運動を好きになり、健康な生活習慣を身に付

けることができるようにすることが改善の基本方針

として示され、各学校においては、その趣旨を踏ま

えた指導が展開されています。

このような中、本研究大会が栃木県で開催されま

すことは、本県体育の一層の充実発展がなされる機

会と大歓迎をしているところです。

研究主題は「生涯にわたる豊かなスポーツライフ

の基礎を培う体育学習を求めてJと しています。
これは、教科体育を充実させ、生涯にわたる豊か

なスポーツライフの基礎を培うことが、生涯にわた

って心身共に健全で豊かな生活を営む上で不可欠な

ものであり、運動の楽しさや喜びを体験させる体育

・スポーツの重要性は、今後ますます高まっていく

という認識からです。

また、社会の変化が一層進展すると予想される21

世紀においては、知・徳・体のバランスのとれた教

育を展開していくことが重要なことであるが、中で

も「生きる力Jの 柱である 「たくましく生きるため

を迎えるにあたつて

栃木県実行委員会会長 玉 田 良 雄

の健康や体力」を身に付けさせていくことが教科体

育に課せられた使命であると考えるからです。

分科会については、幼稚園 1、 小学校 4、 中学校

3、 高校 2の H分科会を設定しています。各分科会

もそれぞれ研究主題を設定し、研究を進めています。

研究の視点としては、 発育段階の特徴をとらえ、
幼稚園～小学校低・中学年 :運動を好きになること

を目指す中で、走る、跳ぶ、投げるなどの基礎的な

動きを身に付けることができるようにすることや、

基礎的な体力・運動能力の向上の観点を重視して、

学習の適時性を考慮しつつ運動の内容の改善を図つ

ていく。小学校中・高学年 :運動の楽しさを味わう

ことができずに運動嫌いにならないように、児童が

ゆとりをもって自己の能力に適した課題の達成を目

指し、運動の内容の精選や重点的に取り扱う学年を

示すなど、運動の取り上げ方の工夫改善を図つてい

く。中学校～高等学校 :生徒の興味・関心・能力・

適正等に応じて、運動を選び、得意な運動を作るこ

とを目指し、基礎体力・運動能力が高められるよう

改善を図っていく。こととしています。全国から参

加される皆さんと協議、情報交換等を行い、栃木大

会を契機に我が国の体育がなお一層の充実発展がな

されることを祈念しています。

なお栃木県は、世界文化遺産登録の日光二荒山神

社、 日光東照宮、 日光山輪王寺、ラムサール条約登
録の奥日光の湿原、 日本最古といわれる学校足利学
校等、自然と文化に富んだ県です。ご来県を機会に

栃木県の素晴らしさも味わつて戴ければ幸いです。

結びに、栃木大会の開催に当たり、多忙な中にも

関わらず、ご指導、ご助言を賜りました文部科学省、

(財)日 本学校体育研究連合会、前開催県富山県を

はじめ、各関係各位の皆様に対しまして篤く感謝と

御礼を申し上げます。そして、平成 18年 11月 16日

(木)・ 17日 (金 )の 2日 間にわたる研究大会に全

国から多数の方々が参加されますことを心からお待

ちしております。

平成17年度全国学校体育研究協議会 。第44回全国

学校体育研究大会富山大会は、平成17年 H月 10日 と

H日 の両日、全国から1,500名 を超える方々をお迎

えして、富山市 。高岡市を会場として盛大に開催す

ることができました。

これもひとえに、文部科学省・ (財)日本学校体育

研究連合会をはじめ、関係各位のご指導とご支援、

そして参加していただいた全国の方々の温かくかつ

厳しいご助言のおかげと考えております。この場を

借りまして厚くお礼申し上げます。

さて、本大会では、「基礎・基本を身に付け、学

び続ける力をはぐくむ体育学習」を研究主題として、

児童生徒が運動に親しむ資質や能力を身に付け、体

力を高めていくことができるよう、そして障害にわ

たり豊かな生活を営む力を育てる体育の学習指導の

在り方について、公開授業や研究発表を通して提案

させていただいたつもりであります。

本大会を迎えるまでの運営面・研究推進面での苦

しさは並大抵のものではありませんでしたが、大会

を成功させた喜びで吹き飛んでしまったような気が

します。そして何より、本大会に向けての準備段階

における校種を超えた協力・交流・相互理解など、

今までに経験したことのない充実感を味わうことも

できました。手前みそになり恐縮ですが、富山県の

体育に携わるものが一つになったときのパワーの大

きさに大きな感動を味わうことができました。

今後は、本大会で得た財産を一人一人が幼児児童

生徒のために生かしていってくれるものと考えてお

ります。本当にありがとうございました。

《平成17年度全国学校体育研究協議会-1日 目》
①開会行事

②特別講演

「子どもの脳をいかにはぐくむかJ北海道大学

大学院医学研究科 教授 澤口俊之先生
③解  説

「基礎・基本を培う体育学習の指導と評価」

文部科学省スポーツ 。青少年局企画・体育科教科

調査官 渡邊 彰先生
④基調提案富山県代表

⑤シンポジウム

「これからの体育学習において身に付けたい力

とは何かJ

コーディネーター池田延行先生 他 4名 の先生方
⑥表彰式

以上、第 1日 目を振り返ってみると、予想を上回

る全国からの先生方のご参加で、全体会場に入りき

れなくなったことや、資料が一部不足してしまった

こと、表彰者の控室がわかりにくかったことなど、

至らなかった点が多々見られ、多くの皆様に多大な

ご迷惑をおかけしました。この場を借りてお詫び申

し上げます。

《第41回全国学校体育研究大会-2日 目》
幼・小・中・高・養の 5校種、12分科会場にてそ

れぞれの研究テーマに従って、公開保育・授業、及

び研究提案・研究協議が行われました。どの会場も

子どもたちが多くの先生方のみておいでになる中で

臆せず自分の考えを述べたり、活発に運動したりし

ていました。

さらに研究協議では、全国の参加者の方々から、

本当に鋭いご指摘や、「自分ならこうするJと いう

逆提案もいただきました。また、指導助言者の先生

方からは、的を得たご指導をたくさんいただきまし

た。私たちにとっては、自信を持たせていただいた

り、新たな課題を見つけさせていただいたり有意義

な研究をさせていただきました。

ある分科会場の協議会で、参加者の方が、「遠く

から来た甲斐がありました。たくさんのおみやげを

持ち帰ることができますJと言つてくださったのが

忘れられません。本当にありがとうございました。
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平成17年度 第 2回
理事 。評議員会及び代表者会議 議事録

副理事長 後 藤 一 彦

日 時 平成17年 H月 9日 (水) 11:00～ 17:00  39名 、委任状提出者は31名、合計70名 でございまし
会 場 富山県富山市 富山全日空ホテル      て、定足数の56名 をクリア致しまして、成立をして
出席者 理事・評議員 (49名 )及び都道府県代表者  ございます。議事の 1番。役員の交代がございまし
司 会 :杉山理事長                た。大畑副会長がご逝去なさいましたので、後任に

記 録 :後藤副理事長               片岡監事が、副会長に着任を致しました。また、片

岡監事の後任として本村監事が新しく着任致しまし

司会              (杉 山理事長)  た。 2番の平成16年度事業報告。これについては第
本日ご出席の理事 。評議員は49名です。委任状提  1回理事・評議員会でご説明申し上げておりますし、
出者が31名ですので、本会の出席総数は80名 となり  平成16年度のこととて、先生方よくご承知のことと
ます。理事・評議員総数が83名、 3分 の 2は 56名 で  思いますので、簡単に触れる程度でお許しを頂きた
すので、本会が成立していることをご報告申し上げ  いと思います。 (1)平成 16年度全国学校体育研究協
ます。                       議会・第43回全国学校体育研究大会 (徳島大会)が参

開会の言葉           (片 岡副会長) 加者 1,474名 のもとに、盛大に行われました。開催
只今より、平成17年度第 2回理事・評議員会及び  県の徳島県の先生方には大変ご尽力頂きましてあり
代表者会議を開催致します。            がとうございました。 (2)全 国学校体育研究最優秀

司会              (杉 山理事長)  校 (文部科学大臣賞)・ 優良校・功労者表彰でござ
次に、浅田隆夫会長からご挨拶申し上げます。   いますが、最優秀校 5校、優良校108校、功労者 139
会長挨拶             (浅 田会長)  名ということで、すでに表彰が終わったわけでござ
会長の浅田でございます。本日は、遠路遠いとこ  います。 (3)講習会・研修会、これにつきましては
ろからお出ましを願いまして、本当にありがとうご  ①②③とございますが、後ほど議題の 3でご報告申
ざいます。開会にあたりまして、一言ご報告申した  し上げます。 (4)助成事業でございますが、①と②
いと思いますが、去年、従来の事業に加えまして、  がございまして、①が全国大会開催県に対する助成
新しいうねりを生ずるような事業をしたいと審議を  でございまして、これは平成16年度開催県の徳島県、
して参りまして春の全国理事・評議員会には4つば  今年度の富山県、そして来年度の栃木県、 3県宛に
かりの項目を挙げさせて頂いたわけでございます。   3年 分合わせて150万 円を逐年で支給させて頂いて
今日は、そのうちの一つであります、全国大会に関  おります。②の研究助成はいわゆる大会開催の県対
連していろんなプレ的な行事をやる、というような  象ではなく、独自に研究活動をされている団体、個
ことがさらに進んでいるわけでございます。従いま  人等に助成するものでございまして、ご覧の団体が
して、そういう内容について、あとのグループ討議  助成対象と決定致しました。会報の発行、及び (6)
の時に先生方にいろいろ検討をして頂いて、ご意見  のホームページについても後の議題に出て参ります
を拝聴したいと考えているわけでございます。    ので略させて頂きます。 (7)の 各種会議でございま
議長選出                     すが、①理事・評議員会は第 1回が 5月 15日、第 2

寄附行為に基付き、浅田会長を議長に選出した。  回が11月 17日 、②優良校・功労者等審査会は7月 31
[議長]先生方に配布してあります資料に基づいて、  日、最優秀校 (文部科学大臣賞)の審査は8月 8日
順次議事を進めてまいりたいと思います。      にそれぞれ実施致しました。議事の 3番、平成16年
1 平成17年度第 1回理事・評議員会の報告     度収支決算報告、 4番、平成16年度収支決算監査報

(後藤副理事長)  告はすでにご承認頂いていることでございます。
平成17年度第 1回理事・評議員会について、その   5番 の平成17年度事業計画 (案)でございますが、
概要をご幸I告いたします。この第 1回理事・評議員  事業方針として「新しいうねりの創出に向けて」の
会は、今年度 5月 14日 に国立オリンピック記念青少  方針のもと、新たな運営の工夫、研究内容の充実と
年総合センターにおいて開催されました。出席者は  いつたことを目指した事業がスター トしたわけでご
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ざいます。 (1)平成17年度全国学校体育研究協議会、

只今まさに行われようとしておりますが、富山県の

先生方、大変お世話になっております。 (2)最優秀

校 (文部科学大臣賞)・ 優良校・功労者表彰、 (3)

講習会・研修会、これについては後ほどご報告がご

ざいます。 (4)全 国大会プレプレ大会 (仮称)も後
程ブロック会議がございまして、その時に詳しいご

説明やら御審議をお願い致します。 (5)助 成事業 17

年度の富山県、18年度の栃木県、 19年度開催県京都

府が助成対象となっております。

研究助成について、及び(6)会報の発行について、

(7)ホームベージの内容更新については後程説明が
ございます。 (8)各種会議のうち、②優良校等審査

会、優良校・功労者の審査会は 7月 30日 、最優秀校

の審査会が 8月 6日 に行われました。 6番の平成 17

年度収支予算 (案 )、 7番 の全国学校体育研究大会開
催基準要項 (改正案)についての説明は省略させて頂

きます。

なお、大会開催方法の詳細については、後程のブ

ロック大会の議題にも上げておりますし、その後で、

近々に開催して下さる県にお残り頂きまして、詳細

な意見交換や情報交換、打ち合わせをさせて頂くこ

とになっております。 8番の全国学校体育実技研修
会開催要項 (案)についてですが、これも後の議題 3

でございます。 9番、平成21年度以降の全国大会開
催県でございますが、23年度に長野県でやつて頂け

るというお返事を頂いてございます。報告事項は 3

件ございます。よろしくご審議の程お願い致します。

[議長]只今のご報告に対して、何かご質問があれ
ばお願いをしたいと存じます。ないようでしたら議

題の 2、 平成17年度役員・理事・評議員の一覧表に

ついて、その説明を杉山理事長、お願いします。

2 平成17年度役員・理事・評議員一覧表ついて
(杉山理事長)

お配り致しました資料をご覧頂きたいと思います。

会長・副会長・常務理事・監事・幹事・事務局と、

現在本部ではこのようなスタッフで務めさせて頂い

ております。役割分掌と致しましては、財務、 これ
は各特別賛助会員から寄附を集める役割でございま

すけれども、これは会長、副会長が当たることとし、

会計は、深川副会長の担当となっております。全体

の会議の進行含めまして、総務を理事長の杉山が務

めております。

また、具体の事業を3部門に分けまして、 1つ 目
は研究教育助成で、この全国大会の企画、調整をす

る係、 2つ 目には広報、組織強化ということで、会
報、ホームベージの立ち上げに等関わる役割、そし

て 3つ 目は実技研や、体カテストの普及推進に関わ

る部門、そして、プレプレ大会などの新しい企画を

所管する特別委員会を設けて、各常務理事がそれぞ

れ担当しているところでございます。次に、理事一

覧、評議員一覧をご覧下さい。平成17年度の新しい

理事 。評議員の一覧でございます。ご確認くださる

ようお願い致します。

[議長]こ の理事・評議員の各県支部からの情報集
約が完了するのが、例年 6月 中旬以降になります。

会計年度本来から中しますと、 3月 31日 が締切と
なるべきでございます。先生方に再三お願いしてま

いりましたが、これは事業を行うにあたって非常に

大事な点でございますので、できるだけ早く新しい

理事・評議員をご推薦頂きたいと存じます。年度が

変わってから半年以上たってから名簿をお出しする

にはやむを得ない面がありますが、よろしくお願い

致します。

これについてご質問おありでしょうか。では、体

育実技研修会について、斎藤常務理事お願いします。

3 全国学校体育実技研修会について
,        (斎 藤常務理事 )

全国学校体育実技研修会は 3本実施されておりま

す。幼稚園・保育園の部、 これは7月 28日 、29日 の
2日 間にわたりまして、日本女子大学附属豊明小学

校で行われました。内容は、東京学芸大学の近藤先

生が、先ず幼稚園の運動遊びについて講義され、続

いて実技となるわけですけれども、その講義の内容

と実技の内容がとでもマッチしていて、大変分かり

やすい、いい研修会ができました。30名 の参加があ

り、福島県、あるいは群馬県から見えている方もお

られます。30名 のうち、毎年来て頂いている方が10

名ほどおりまして、リピーターといいますか、その

研修会の内容の濃さといいますか、勉強になるとい

うのがよく分かる気が致しております。

小学校の部でございますけれども、 8月 1日 、 2
日、いつも募集は100名 と限って募集しております

が、常にそれを超える人数の希望がございます。今

年は、体育館が満員となる173名 の盛況でした。屋

根開閉式の屋上と、体育館を使いまして、講義と実

技の研修を行いました。授業の中でのルールの工夫、

場の工夫、作戦の工夫などといったことの講義の後、

実技でそれを確かめ合うという内容でした。

中・高等学校の部は、 8月 5日 、会場は、東京都
立大学附属高等学校です。卓球の指導法を開講した

ところ、体育の教員はもとより、部活動、卓球部を

指導している他教科の先生にもお集まり頂きまして、

30名 の参加により中身の濃い、分かりやすい実技研

修が行われました。私は 3会場全でを参観しました
が、それぞれの会場で若い先生方が汗を流し、一生

懸命研修に励む姿を見まして、来年も、再来年もと

思った次第でございます。以上、ご報告致します。

[議長]次に学体連会報42号について。後藤副理事
長お願い致します。

―-32-―
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4 学体連「会報」について  (後藤副理事長)
会報第42号がお手元に届いているかと思いますが、

簡単にご紹介をさせて頂きます。最初のベージ、浅

田会長の顔写真入り記事が載っておりますが、毎回

申し上げますように、会長の、 日本の国土、風土、
国のかたち、そしてそういったことについての社会

学的、生理・解剖学的な知見、理念をお書きになっ

ておられます。今一度お読み頂けたら、学体連の目

指すことや、思いを新たにすべきことがあるものと

私は思っております。次のベージ以降に体育授業の

改善に向けて教師に求められるものということで、

昨年度のブロック会議の議題となった「現職教育J

をテーマとして特集を組みました。また、仝国大会

の各分科会の報告につきましては、会場となって頂

いた学校にその内容の詳しい報告をご執筆頂きまし

て、大変紙面を充実させて頂いております。ありが

とうございます。それから、先程会長からも杉山理

事長からもお話がございましたが、これまで全国の

理事・評議員の先生方のお名前を掲載しておりまし

たけれども、今号から、会報の発行時期を早めるた

め、ここに掲載してございません。そこで、今日こ

の場で理事・評議員の名簿をお配りしたというかた

ちになってございます。法人の運営の在り方につい

ては、できれば 3月 までに新しい体制をしいて、ス

ター トできることが望ましいという指導は度々受け

てございますが、私どもの学校組織は 3月 に年度替

わりということで、その辺がなかなかうまくいって

ないという現状にあると思います。しかし、県によ

っては、 3月 中に新しい役員人事を決定するとして
いる例もあるとのこと、そんな事例を参考にして、

できるだけ早く望ましい方向に行ければと感じてお

ります。

最後に会報の配送先に不都合であるという県がご

ざいましたら、どうぞご遠慮なくお知らせ頂きたい

と存じます。以上でございます。

[議長]先生方のお手元にいっております会報42号
は、36頁ですね。本来会報は、48頁全紙面を生かし

て、会務関連事項、重要事項をお伝えしたいという

のが本旨でございます。そういう意味でこの42号は

記事が不足していると私は思つております。次の43

号にはぜひ48頁 として、より充実した内容のものを

先生方の協力を得てやりたいと思つているわけでご

ざいます。

次は、 5番、文部科学大臣賞・優良校・功労者の

表彰について、杉山理事長お願いを致します。

5 文部科学大臣賞・優良校・功労者の表彰につい

開催されまして、そこで優良校Hl校、功労者が152

名選出されて、明日の表彰式で表彰されることにな

っております。そして 8月 6日 には大学の先生方、

文科省担当官、本財団常務理事が県支部から推薦の

あった候補校の資料について綿密厳正に審査致しま

して、 6校 を選抜しております。資料に最優秀校一

覧がございますけれども、最優秀校は、千葉県松戸

市立八ヶ崎小学校、東京都北区立としま若葉小学校、

愛知県新城市立舟着小学校、島根県出雲市立田儀小

学校、徳島県徳島市立佐古小学校、熊本県長洲町立

長洲中学校の6校でございます。
この最優秀校の選出については手順を踏んで慎重

に審議をしておりますけれども、いろいろなご質問

等もあるようでございますので、何かありましたら

常務理事の方にもお話をもってきて頂いたり、ある

いは、後程ここでご意見を頂ければと思います。

[議長]こ の表彰の問題。これは学体連として非常
に重要な事業になっております。これは長年継続し

ており、始めてから50年近くになっておるわけです

が、厳正な審査の元に実施をしておるわけですが、

現場の先生方としては多々、やはり疑間があるよう

でございます。なにかこの席でご質問があればぜひ

承りたいと存じますが、なにかありましたらどうぞ。

なければ後で結構ですが、またお知らせ願えればあ

りがたいと存じます。次は、ホームベージの開設に

ついて、同じく杉山理事長お願い致します。

6 学体連ホームページ開設とメールア ドレス
(杉山理事長)

平成17年度研究助成資料の裏面が学体連ホームペ

ージの報告となっております。このホームベージの

立ち上げ昨年度の理事・評議員会でお知らせしまし

たように、公益法人の情報開示ということがござい

まして、色々なものをホームページを通じて公開せ

よという文科省の通達がきております。そういう情

報公開の中の一貫の事業として進めてきており、 7
月22日 に開設をしました。アドレスは、www gakut
airen jpで ございます。内容は、 4つ の柱がござい
ます。資料にもありますが、研修会・全国大会、顕

彰、会報誌・出版、学体連とは ?と いうような項目

の下に深く色々な情報が出てくるようになっており

ます。

今後、新着情報を絡めながらより充実していきた

いと思つております。また、このホームベージを通

じまして、いろいろ各支部や、理事・評議員の皆様

とのやりとりを双方向でやつていけたらよいと考え

ております。

ンラインを通して24時間やりとりができるようにと

いうことで今準備を進めていることろでございます。

これからはオンラインでのやりとりが主になると思

いますので、ぜひご覧頂ければと思います。そして、

この双方向の連絡のため、各理事 。評議員や、県事

務局のメールアドレスを頂けたら、新しい情報の提

供もできるかと思いますので、何とぞ、ご協力の程

お願い致します。

[議長]こ の問題は、50年誌にも書いておきました
が、これからはこのメールが重要な位置を占めてく

ることは分かつているわけで、一刻も早く開設をし

たいということで、今年、理事長の努力によって開

設することができました。今後、その内容を豊かに

するということが課題でもあります。この後のグル

ープ討議のテーマとなる全国大会と関連した「プレ

大会」との取り組み、そういう内容を広く公開して、

成果が たげられるよう、それらのツールにしたいと

考えているわけであります。

この問題についてご意見があればぜひお聞かせを

願いたいと思います。ではその次に、 7番の研究助
成について、友添常務理事お願い致します。

7 研究助成について (友添理事)

私の方からは、研究助成についてご報告をさせて

頂きたいと思います。今ホームベージについて書か

れました裏側の頁をお手元の資料ご覧頂ければと思

います。来年度の研究助成の支給でございますけれ

ども、募集要項をご覧頂けたらお分かりのように、

ここには改正案とありますが、これはもう本年の4

月 1日 から成案として施行されておりますので、ミ

スプリントでございます。訂正方お願い致します。

本事業は、学校体育に関する研究調査並びに学校に

おける体育活動及び体育研究活動に必要な援助を行

い、もって学校体育の発展に寄与することを目的と

する。という趣旨の下に実施されておりますが、本

年度につきましては、 5月 に応募に先立つ予備調査
を行いまして、その後 8月 31日 の締切で、来年度の

研究助成についての募集を行いました。その結果 4

県の応募がございました。常務理事会で申請書等を

慎重に審議致しました結果、お手元の資料にござい

ますように、 2県の採択ということが決まりました。
1県は石川県の松陽小学校、もう 1県は福島県の二

本松北小学校の 2県に各10万円の研究助成をするこ

とが決定致しました。以上でございます。

[議長]こ の問題と関連をしましては、先生方のお
手元の会報42号 28頁、そこに岡出副理事長が去年の

この席で問題点をあげて書いてくれております。こ

の問題をできるだけ早く解決し、あるべき方向へも

っていきたいというのが常務理事会の考えでありま

す。なにぶんご協力をお願い申し上げます。ご質問

等があれば承ります。

[石川県・山中 (評議員)]

白山市立松陽小学校の研究を選出して頂きまして

感謝しております。ただですね、ここにきて私も初

めて分かったわけですが、その募集、それからその

結果における手続きの問題ですが、最初に募集が来

たときには、県教委の方にきているわけです。事務

局の方にはきていなかったです。やはり下部組織で

ある学体連の県支部にこういう募集等はくるのが当

然ではないかと思いますが、そのあたり、よろしく

お願い致します。

[議長]

今の先生の発言は全くその通りでございます。そ

れはおそらくこちらの手落ちだと思います。ご無礼

しました。できるだけ先生方のご意志に沿うように

やりたい、特にこの教科体育の場合は、授業研究と

申しますか、教科体育の研究は非常に大事な点でご

ざいますので、なにぶんともよろしくお願いをした

いと思います。ここ3カ年間同じ県から続けて中し

込んでくる場合があり、そこで今年は、若干趣を変

えてみようということで、予備的な、参考になるよ

うな資料をとるための調査をやってみたのですが、

回答が返ってこないんです。そういう点もございま

す。ぜひ、この点は先生方のご協力をお願いしたい

と思います。では、次の賛助会員の拡大と各支部の

対応について、これは新しい問題ですが、ハ岡副会

長よろしくお願いします。

8 賛助会員の拡大と各支部の対応について
(片岡副会長)

本会で改正するわけではありませんが、改正の方

向というようなことで、皆様のご意見を頂きたいと、

そういうことでございます。概要を説明申し上げま

す。寄附行為の第 6条で賛助会員に関する規定が昭

和53年 6月 20日 以後施行されているわけでございま

すが、運用にあたって色々な問題が出てきておりま

す。なにぶんにもだいぶ前のことでありますから、

現在とは事情が違うということもございまして、そ

ういう意味でより多くの賛助会員を募集するという

こと、あるいはこの辺りの整理を進めるということ

で改訂の方向を模索中であります。で、賛助会員に

関する面で、特にその区分ということが一つ問題に

なります。個人会員というのがございますが、 これ
につきましては従来通り改正は致しませんが、法人

会員、ここが少し整理をする必要があるのではない

かということであります。いわゆる企業対象の賛助

会員でございます。これを一つの案としましては、

3ク ラスに分けたらどうかというような考え方がご

ざいます。まず、企業会員のA、 年会費を10万 円と

する、そういう企業賛助会員でございます。それか

ら、同じく企業賛助会員の B、 これは年会費を20万

円とする。そして C、 これは特別企業贅助会員。特

て              (杉 山理事長)   また、本部から各県支部にお送りします書類、あ
先程の、第 1回理事・評議員会の本年度の事業計  るいは支吉「から本部に提出して頂く書類については
画l~ございましたけれども、優良校・功労者の中央  このホームベージに掲載して、そこからダウンロー
審査会が 7月 30日 、最優秀校の審査会が8月 6日 に  ドして頂いてこちらに送って頂くとか、あるいはオ
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別がつきます。年会費を100万 円とする。こういう

ようなABC3ク ラスに整理したらどうかと。で、
ただお金をもらうばかりではなくて、学体連として

もそれに対する対応を整理すると。まず、 10万 円ク

ラスのAについては、会報、あるいは全国大会紀要
等に広告掲載する。それからB、 20万 円のクラスに

ついては、同じく会報、全国大会紀要等に広告掲載

するとともに、全国大会での企業展示、これを行う。

そして C、 100万 円クラスにつきましては、会報、

全国大会紀要等の拡大広告掲載と、大きな広告を載

せると、 これが一つ。それから全国大会での企業展
示も行う。そして第 3番 目として、全国代表者会議、

理事・評議員会での企業紹介、本日もこの席で企業

紹介をすると議題にありますが、 100万 円クラスの

賛助会員については、そういう特典を付与したいと

考えております。以上の他、各種事業、例えば県単

位のセミナーとかブロックセミナー等でのいろんな

案内、あるいは学体連の動向等をこの100万 円クラ

スの賛助会員に対しては1青報を流すと、こういうこ

とであります。こういうような 3ク ラスに分けると

いうことが 1つの案でございます。それから、もう

1つは学体振との関係を整理すると、こういうこと

であります。学体振は特別企業賛助会員と同等にす

る。その対応に加え、セミナーの企業参画、あるい

は、学体連としての独自の対応で対応していくとい

ようなことでございます。その他、改正案について

検討すべき課題というのがまだございます。例えば、

企業賛助会員の月会費ですね。例えば 5千円とか 1

万円というような月会費を頂く。あるいは、A会員、

先程の10万円の賛助会員でございますが、全国大会

等で企業展示する場合には、 これを有料として、例
えば 10万 円から20万 円の追加費用を出して頂くとい

うようなことの可否、あるいは、 3番目として、企
業賛助会員の中込方法、これをどうするか、あるい

は、企業賛助会員募集活動の方法、そして、実施時

期。いつにするか。平成18年度からするか平成 19年

度 4月 からするか、 こういったような懸案がござい
ます。なお、個人賛助会員の今後の取扱いについて

も追加検討する必要があると思います。

以上のようないくつかの問題も含みまして、全体

の改正の方向として主な点は、企業の種別、ABC
というものを設ける、そういうような方向に向かっ

て進んでいって本財団、あるいは本会の活動により

活性的な資金の導入を図るということになるかと思

います。

全国大会開催県との関係の調整というようなこと

もあると思いますので、皆様方のご意見を頂ければ

と思います。以上です。

[議長]こ の問題は、この全国大会と関連をして支
援事業を、例えばプレ大会、プレプレ大会というよ

うな、そういう県段階、あるいはブロック段階の研

究協議会、あるいは大会をもっていくということに

なれば、やはり資金の問題が重要になってくるわけ

であります。そういう点で、大国なところよりも、

やはり10万円単位くらいの小回のところを多く集め

ていって、そしてできるだけ多くの人たちから協賛

を仰ぎ、充実したものにしたいというのが本旨であ

ります。まだこれは煮詰まっておりませんが、早急

にそういう内容を詰めて参りませんと、実際にこの

支援事業というものに着手できない、これは、文科

省の応援も得て、実施ができるような方向へ進んで

おりますが、先生方にもぜひご協力を願って、そう

いう小日の資金関係、あるいは協賛を得て、支援が

集まるような方向にもっていき充実したものにした

いというのが趣旨でございます。そういうことにな

れば放っておいても、年 1回の全国大会は素晴らし

いものになっていくだろうと思っております。これ

は、私個人の偽りのない感想であります。またそう

いう時代がこなければ、これからの教育はだめだと

いう、そんな感じをもっておるぐらいであります。

なにぶんともよろしくお願いしたいと思います。

この問題はブロック会議のテーマとも関連しており

ますので、その時に予め岡出副理事長の方で書面を

準備し前もってお送りしてありますので、先生方か

ら問題点を承りたいと存じます。これについてご質

問がなければ、以下15分ばかり休憩をとらせて頂い

て、その間に特別賛助会員の紹介をしたいと思いま

す。ご異論がなければ休憩に入りたいと思います。

よろしいでしょうか。では、15分間休憩させて頂き

ます。

9 特別賛助会員紹介 (略 )
10 ブロック会議 (別掲 )
11 平成19年度京都府開催以降の開催県の確認

(杉山理事長 )

来年度は栃木県ということですけれども、19年度

が京都、20年度が岩手県、21年度が島根県、そして

22年度福岡県、 ここまでは決定ということで確認を
させて頂きたいと思しヽます。そして23年度の長野県

については会長から返事がありまして、開催する方

向で検討をしているというようなお返事を頂いてお

ります。24年度以降については今、本部が調整して

いるところでございます。これについていろいろこ

の理事・評議員会、あるいは理事会等で開催の要請

というような決定通知が頂きたいというような各県

のご意向がありまして、その都度、教育委員会に宛

て決定通知書を出しております。こういう事務連絡

等もあわせて、 この理事・評議員会の後にこれから
の開催のことについて打ち合わせをしたいと思いま

すので、近年 3ヵ 年の開催県の代表者の方々はお残

り頂きたいと思います。

[議長]次に、次期開催県の準備状況について、栃
木県、お願い致したいと思います。

12 次期開催県の準備状況につ t′ てヽ
[栃木・理事 (大会実行委員長)]

栃木県では開催にあたりまして、 6月 に準備委員
会、そして10月 、 1年前ということで実行委員会を
組織し、この間文部科学省、日本学体連のご指導、

助言を仰ぎながら進めております。期日につきまし

ては、平成18年 11月 16日 (木 )・ 17日 (金 )の 2日
間、内容関係につきましてはその裏をご覧頂ければ

と思います。下の方に11月 16日 (木 )、 会場は宇都

宮市文化会館、内容的には本年度の内容を踏襲して

おります、また、H月 17日 (金)分科会になるわけ
なんですけれども、宇都宮市内、及び小山市内のH
分科会場、 これにつきましてはその表の右側の方に、
2番第 1分科会、宇都宮大学教育学部附属幼稚園か
ら12番第H分利会、栃木県立富屋養護学校と、 この
ような形で開催致します。富山大会、大変立派に開

催されると思います。栃木県でも関係者一同、誠意

をこめてこの大会を開催したいと思っておりますの

で、一人でも多くの方のご参加を頂ければと思いま

すので、よろしくお願い致します。

[議長]ど うもありがとうございました。裏側のプ
ログラムを見て頂きますとお分かりのように、 これ
までの 3ヶ年、 4ヶ 年間は表彰式が最後に回ってい
たわけですが、来年度は開会式の後すぐに表彰式に

なりました。文科科学省のお力でございます。厚く

御礼申したいと思います。以上でこちらから準備を

しましたプログラムの内容は終わりでございますが、

先生方の方で何かこういう問題はどうかというもの

がございましたらぜひお聞かせ願えればありがたい

と思います。

13 その他
[愛媛県・久保田評議員]

今までも出たと思うんですが、先程出ましたよう

に学力低下学力低下と言っているんですけれど、体

力低下の方が著しいということも発表を通して分か

ると思います。で、学体連としまして文科省との話

し合いの時に、今後、指導要領の改訂等の時に際し

まして、体育の授業の、授業数の確保というのをし

っかりと訴えて欲しいと思っております。話による

と、体育の授業が、今後また減つてくるのではなか

ろうかという懸念もありますので、体育の授業の復

活というわけではございませんが、最低限の確保を

しっかりと文科省と協議してもらいたいと思います。

それと、小学校の体育の授業なんですが、学校によ

つては、体育ができていないところもあると思いま

すので体育専科を必ず置くとか、体育を推進してい

く中心になる先生を置くとか、そういうものを文滲|

省と話し合いをしてもらいたいなと思います。

以上です。

E議長]その他ございませんか。今の先生の発言に
ついては以前体育官をされた先生が学体連の常務理

事をしていらっしゃいますし、内容によっては、十

分できるように思います、またその方向に向かって

できるだけ会長としても努力したいと思いますので、

よろしくお願いします。その他ございますでしょう

か。

[青森県・笹木評議員]

明日の開会式の後にですね、学体連側の表彰する

表彰式がございますが、その優良校並びに体育功労

者に対する賞状に学体連の会長名と文科省が連名で

名前が連ねてあるんですが、依然として判が学体連

の会長の判一個しかないわけですよね。今日この場

に来て分かったんですが、来年からですか、文科省

と連携しながら共催でやっていくというお話あつた

んですが、賞状の方の文科省のところの判も今後も

らえるのか、その辺のところ見通しが分かればお知

らせ頂ければ大変ありがたいと存じます。

[議長]その問題も含めて、文科省との折衝に当た
りたいと思います。ありがとうございました。その

他ございませんか。なければ、つたない進行役で恐

れ入りました。終わりにしたいと思います。どうも

ありがとうございました。

司会 (杉山理事長 )

それでは閉会の言葉をお願いします。

閉会の言葉 (片岡副会長)

長時間、熱心なご討議ありがとうございました。

以上をもちまして、平成17年度第 2回理事・評議員
会及び代表者会議を終了致します。

イ

全国理事評議会及び代表者会議風景

―-36-
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平成17年年度の常務理事会の議事摘要は、以下の

通りです。

1701回常務理事会 (H17 4 21 金)
018年 度全国大会 (栃木大会)の運営日程決定に関
する本部と県実行委との合意、及び大会テーマや
講師、助言者についての文科省裁可の報告
017年 度事業計画の浅田会長提案の方針 「新しいう
ねりの創出Jを 受け、新規事業 「セミナー構想J、
「ブレ大会の開催案J、 「研究助成募集要項の見直
し」について審議、決定。
C17年 度第 1「1理事・評議員会の議題、進行計画の

決定

1702回常務理事会 (H17 6 17 金)
Cホームベージのドメイン決定の報告
C17年 度全国体育実技研修会の幼 。小・中高各部会
担当常務理事から参加中込状況の報告
C17年 度優良校、功労者表彰及び文部科学大臣表彰
校の審査会の日時案、審査委員案の決定
0全国大会の充実を目指したセミナー構想、プレ大
会の開催の推進体制、及び大会開催基準要項、全
体会進行マニュアルの一層の整備について確認
3研究助成募集要項の見直しに伴う今年度の移行的
・弾力的取り扱いについて決定

1703回常務理事会 (H17 7 15 金)
こ国立オリンピック記念青少年センター内に事務所
を置く団体に対する固定資産税課税の説明会があ
つた旨の報告
0優良校、功労者、文部科学大臣表彰校の審査会の
審査基準、審査時程の確認及び審査員出欠情報の

報告
じ19年度全匡大会開催担当・京都府実行委員会に初
年度助成金50万 円支給を決定
し18年度全国大会 (栃木大会)の大会開催要項実行
委員会案について、内容、表現等の審議、了承

1704回常務理事会 (H17 9 9 金)
・ 当財団の賛FIJ会 費増額と、全国大会開催県への支
援強化についての会長提案を審議し、継続審議に

付す
。文部科学大臣表彰の審査について、落選理由の間
い合わせがあり、審査方法のみ説明することを決
定
。全国大会で配布の研究資料集の編集経過報告
0全国大会の充実を目指したセミナー構想、プレ大
会支援の具体策として、岡出副理事長提案の講師
派遣制度について審議し、継続審議に付す
C文科省において全国大会日程の2日 間とも文科省

・学体連共催とする方向で検討が進んでいる趣旨
の報告

1705回 常務理事会 (H17 10 7 金)
。「毎日カップ中学校体力つくリコンテス トJ審査
への当財団の参画について経過報告

・ 新規事業 「セミナー構想J、 「プレ大会の開催案J
「賛助会制度の見直し」について審議継続

・ 今年度研究助成事業として石川、福島両県の研究
計画を助成対象とし、 18年度助成金支給を決定

1706回 常務理事会 (H17 11 4 金)
C全国大会の準備状況の確認
代表者会議議案、ブロック会議、全体会表彰式進
行、 レセプションの運営、近接 3ヵ 年開催県連絡
会の内容等の検討
Cプレ大会に伴う財団本部からの県支部への財政援
助における使途枠設定の必要性等について審議
C全国大会における後援名義使用の許可規準に関す
る問い合わせの回答審議、決定

1707回 常務理事会 (H17 12 2 金)
。平成23年度全国大会開催担当の長野県支部宛、開
催決定通知書の文書発送の報告

・ 全国大会の反省 (表彰式、 レセプション開催日設
定等 )
C第 2回理事・評議員会意見等についての対応協議
(体育・保体科の授業時数に関する要望活動、表
彰状への文科省捺印要請など)

1708回 常務理事会 (H18 1 20 金)
。文科省監査で、理事 。評議員会の議事録について

特に役員の決定経過いついて明記するよう指導が
あった旨の報告
0支部分担金の納入は1月 23日 をもって完了の見込
。文科省から栃木大会の講師・助言者関連の経費を
全面負担するとの回答があった旨の報告
0「学体振J」 間ヽ井氏から特別賛助会員制度改正案
について説明があり、今後継続審議に付す

1709回 常務理事会 (H18 2 10 金)
。17年度優良校、功労者表彰及び文部科学大臣表彰
校等審査会の日時案、審査委員案の審議
O各県支部の18年度役員、事業計画について悉皆調
査し、情報を整理することの決定。

1710回 常務理事会 (H18 3 24 金)
。18年度第 1回理事・評議員会の準備
。会報43号の編集経過報告
O18年度事業計画案、予算案審議

38-―

1 研究主題
「生涯にわたる豊かなスポーツライフの基礎を培う

体育学習を求めてJ

2期  日
平成 18年 H月 16日 (木)・ 17日 (金 )

3会  場
【第 1日】 字都宮市文化会館

(宇都宮市明保野町 7-66)

【第 2日 】 栃木県内H会場
第 1分科会  宇都宮大学教育学部附属幼稚園
第 2分科会  宇都宮市立桜小学校
第 3分科会  宇都宮市立晃宝小学校
第 4分科会  宇都宮市立富屋小学校
第 5分科会  宇都宮市立清原南小学校
第 6分科会  宇都宮市立陽東中学校
第 7分科会  宇都宮市立清原中学校
第 8分科会  宇都宮市立雀宮中学校
第 9分科会  栃木県立宇都宮南高等学校
第10分科会  栃木県立小山南高等学校
第11分科会  栃木県立富屋養護学校
4 参加対象
(1)全 国の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、盲

学校、聾学校及び養護学校の教員並びに保健体

育行政関係者

――――――――一―――――――――――――一 日 程
(1)第 1日 目 (全体会)

´ ヽ                I

(2)社会体育等の指導者及び大学等の研究者

(3)一般参加者

5内  容
(1)全 体 会 (第 1日 )
ア 開会式
イ 表彰式
ウ 基調報告
工 特別講演 山梨大学 中村和彦助教授
オ 解説 文部科学省 佐藤豊教科調査官
カ シンポジウム
コーディネーター宮崎大学 品田龍吉教授

(2)分 f4 会 (第 2日 )
ア 公開授業・保育
イ 研究発表・研究協議
ウ l旨 導 講 言平

工 開 会 式

6 日  程 (下記参照)
7参 加 費  5,000円
8連 絡 先
栃木大会実行委員会事務局

栃木県立小山南高等学校

〒3290205 小山市間々田23-1

電 話 028545-2424
FAX 0285 45 8949

表 ―――――――――――――――――――――――

口)第 2日 目 (公開授業・分科会)

第 2日 (分科会)の 日程は、会場によ り多少の違 いがあ ります。
(財 )日 本学校体育研究連合会理事・評議員、都道府県代表者会議は 11月 15日 (水)14時 か らホテルニュー
イタヤ (」 R宇都宮駅西日より徒歩 5分)実施 します。

(注)1
2
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主級顧議静亜蘇 ……
(1)期 日

平成18年 7月 27日 (木 )

平成 18年度研究助成は常務理事会において以下の  5 申込み

(1)期日

平成18年 7月 31日 (月 )・ 8月 1日 (火 )

(2)会場

千代田区立昌平小学校 (」R山手線・秋葉原駅徒

歩 7分、JR中 央線・お茶の水駅徒歩 10分、地下

鉄銀座線・末広町徒歩 8分 )

〒1910021 東京都千代田区外神田3-4-7
TEL 03 3251 0448  FAX 03 5256 6708

(3)内 容 講師 (予定)
7月 31日 (月 )

表現運動 小平市立小平第六小学校長・長津芳先生

陸上運動 国士舘大学教授・池田延行先生
8月 1日 (火 )

ボール運動 東京学芸大学教授・立木正先生
水  泳  筑波大学助教授・椿本昇三先生
4)参加費 3,000円

5)定員  100名
6)問い合わせ先

東京都台東区立浅草小学校 馬場俊一校長
TEL 03 3841 1575  Fax 03 3847-0162

(2)会場

日本女子大学附属豊明小学校体育館 (」R山 手線
。日白駅下車15分、地下鉄有楽町線・護国寺駅徒

歩10分 )

〒1128681 東京都文京区目白台 2-8-1
(3)講 師

東京学芸大学名誉教授・近藤充夫先生

日本女子大学教授・岩崎洋子先生   他
(4)参加費

5,000円 (学生2,000円 ・資料代を含む)

(5)定員  80名
(6)申 し込み

日本学校体育研究連合会事務局 三浦美知子宛
郵送か、Faxで。

〒1510052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1
国立オリンピック記念青少年総合センター内

Fax  03-346 5-7464
(7)参加費振り込み先 (郵便局)

口座名義  (財 )日 本学校体育研究連合会事務局
回座番号  00130-2-563814
*郵便局備え付けの振誉用紙にて、事前にお振り込

みください。

2件について決定しました。

1 清水和正 (石川県白山市立松陽小)
「白山美川地区におけるサッカーの普及」

10万円

2 安田幹雄 〈二本松市立二本松北小)
「子どもたちが積極的に運動特性に関わり、技能

や体力を高めることができる教材・教具の工夫」

10万円

研究助成募集要頂の改訂のお知らせ

研究助成募集要項が改正されましたのでお知らせ

いたします。下線部分が改正箇所です。

1 目的

学校体育に関する研究調査並びに学校における体

育活動及び体育研究活動に必要な援助を行い、 もっ
て学校体育の発展に寄与することを目的とする。

2 対象

財団法人日本学校体育研究連合会加盟団体の都道

府県小・中・高等学校及び特殊教育諸学校

3_研究助成内容

都道府県く
゛
るみの保健体育の指導または経営等に

関する研究に対して助成する。

2)研究助成金額

研究助成には、研究助成A(助成金額 10万 円)と

研究助成B(助成金額 5万円)の 2種がある。

4 研究助成の審査

審査は研究助成のABの決定を含めて、常務理事

会において行うものとする。

2)優先権

全国大会開催予定の都道府県に対しては優先権を

与えるものとするが、但し、全国大会開催に伴う研

究助成金の交付を受ける都道府県は該当しない。

1)様式

所定の様式 (1)の研究助成金支給申請書を提出す

る。

2)宛先

〒1510052 東京都渋谷区代々木神園町 3番 1号

国立オリンピック記念青少年総合センター

(財)日本学校体育研究連合会

TEI´ 0331653954

3)期 限

前年の 8月 31日 に締め切る。

4)通知

助成審査委員会による審査の結果は、ただちに通

知する。

6 助成金の交付

助成金は審査の結果をまって交付する。

7 研究助成金執行報告書の提出

年度末までに様式 (2)研究助成金執行報告書を上

記宛先の学体連事務局に提出する (封書に研究報告

書と表記する)。

8 要項の改廃

本要項の改廃は、理事会において行う。

9 附則
この要項は、平成17年 4月 1日 から施行する。

HPのお報せ

財団法人日本学校体育研究連合のホームページが開

設されましたので、ご覧ください。

1lttp:/ハ ハ′v「v`gakutairenjp/

妻,|111:,下琴輔 :11':|:

薫摯畿贅i議攀額麟 華
(1)期日

平成18年 7月 28日 (金 )

(2)会場

5)申込先

東京都八王子市立楢原中学校・

TEL 0426 27 9550  FAX
依光志法校長

0426-261205

世田谷区立北沢中学校 (小田急線・下北沢駅、京

王線・笹塚駅徒歩 10分 )

〒1550031 東京都世田谷区北沢 5-12-3
TEL 03 3468 2501   Fax 03 3468 7549

(3)内 容・講師

フライングディスクを使用した10種目を学ぶ

上智大学教授・師岡文男先生 (日 本フライングデ

ィスク協会副会長)

10時より15時 30分 まで

(4)参加費 無料

各研修会とも、未定部分等、お問い合わせは下

記までお願いします。

日本学校体育研究連合会事務局

151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1
回立オリンピック記念青少年総合センター内

TEL  03-34 65-39 54
Fax  0 3-3 4 6 5- 7 4 6 4

E mail gakutaiК n@mSb biglobc nc」p

鐵13年度購策勁成の濠簿
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【平成17年度 賛助会員】
一般賛助会費 (1万円) 石 り|| 早 川 尚 之 広  島 浜 本 敏 勝
北海道 大 垣 清 美 愛  知 天 野 孝 雄 1長  崎 影 浦   明
群  馬 城 内   肇 兵  庫 山 本 良 穂 大  分 志 水   覚
埼  玉 田 尻   悟 岡 本 節 代

一般賛助会費 (5干円) 福  島 鈴 木   仁 神奈川 山 崎   勝 京  都 水 谷 一 成
北海道 高 橋 秋 男 茨  城 大久保 邦 男 長  野 川 村 良 三 大  阪 中 井   馨
岩  手 四 戸 孝 丸 栃  木 大 貢 隆―郎 石  リ 中  森    智 島  根 三 浦 三 弘
秋  田 國 井 和 男 群  馬 鳩 山 定 次 福  井 前 田 和 子
山  形 梅 本 俊 芳 千  葉 面 高 正 孝 滋  賀 勝 見 ― 寛

連体学報運体学 第 43号

(財 )日 本学校体育研究連合会では、50周年記念事   頒布ご希望の方は郵便局備え付けの振込用紙にて、
業の一環として、「50周年記念誌Jを刊行いたしま  「50周年記念誌Jと明記のうえ、下記口座までお振
した。本誌の内容は以下の通りですが、本連合会の  り込みください。即日、宅配便 (佐川急便)に て送
歩みがひと目でわかり、第 1回からの全国大会研究  付いたします。
テーマー覧 (分科会を含む)、 全会報 (縮小版)等、   日座番号 東京 00130-2-5638]4
大変好評をいただいております。            国座名義  (財)日 本学校体育研究連合会事務局

1 書類等の提出

年度初めの書類は、前年度の事務局ならびに県教

育委員会・主管課長宛に送付いたしますので、担当

者の変更があつた場合には、新事務局に連絡・転送

等をお願いします。

報告書等は、提出期日を守つてご提出ください。

郵送、ファックス、メールヘの添付いずれの方法で

も構いません。

提出書類のフォーマットを希望される場合には、

件名にその旨を明記して、学体連宛にメールをお送

りください (セキュリティーの関係上、要件が明確

でないメールは削除していますので、ご注意くださ

い)。 折り返しファイルを送信いたします。

万が一、お願いした期日までに提出できない場合

には、お手数ですが、必ず事務局までご連絡くださ

い。

なお、年度途中で、会長・事務局等が変わられた

場合には、速やかにお知らせください。

2 分担金等の納入方法

①分担金

②全国学校体育研究大会紀要 (18年度栃木大会)

の申し込み

③全国学校体育実技研修会 (幼 Tt園・保育園の部)

の申し込み

④50周年記念誌の申し込み

⑤一般賛助会費

以上に関しては、すべて郵便振替でお願いいたし

ます。

口座番号 東京 00130-2-563814
日座名義  (財 )日 本学校体育研究連合会事務局

3 特別賛助会員団体会費の納入方法

特別賛助会費は、銀行振込でお願いいたします。

振込宛先  三菱東京UF」 銀行 新宿中央支店
普通口座  5230569

日座名義

(財)日 本学校体育研究連合会 会長 浅田隆夫

4 事務局開局日時

事務局は、火曜・木曜・金曜日の12時から16時ま

で開局しております。お問い合わせ等はこの時間帯

にお願いいたします。

〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1
国立オリンピック記念青少年総合センター内

TEL 03-3465-3954
Fax  03-346 5-7464

Eメ ーリレ gakutairen@msb.bttlobe nejp

事務局が留守の場合には、留守番電話に用件・ご

連絡先等を録音していただくか、ファックス・メー

ルにてご用件をお知らせください。折り返しご連絡

いたします。

50周年 記 念 誌

A4判  440頁
頒布価格
2、  500円
(送料サービス)
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覧

全国学校体育研究大会分科会主題および

研究lFt要

第Ⅲ章 財団法人日本学校体育研究連合会の回顧

Ⅳ 全国学校体育研究大会関連資料

と展望

I 「これまで」
―初代から4代会長の偉大な業績―

Ⅱ 「いまJ-5代 から6代会長の業績―
Ⅲ  「これからJ
一学校体育問題と授業研究の充実に向け

て一

第Ⅳ章 資料
I 歴代役員
Ⅱ 会則
財団法人日本体育指導者連盟寄附行為

財団法人日本学校体育研究連合会寄附行為

〈設立時〉

財団法人日本学校体育研究連合会寄附行為

(現行)

全国学校体育研究大会開催基準要項

全国学校体育研究優良校・功労者表彰要項

研究助成募集要項

加盟団体分担金

賛助会員に関する規定

体育用品推薦要項

財団法人日本学校体育研究連合会象徴旗

Ⅲ 教育・研究に関する図書・出版物
図書 機関誌

付録  学体連会報



新体カテスト集計e分析システム
(文部省発表新体カテスト準拠 )

SPのRTS
峰

φ軍ビ攣塾社
学体連特別替助会員

丁厘ST 集計・分析処理料金(1人分)220円 織込)
(東京)〒 1160013荒 川区西日暮里 2-50-5容 o338919802
(大阪)〒5640044吹 田市南金田 2-19-18容 0663801391
(広島)〒7338521広島市西区側 新町 7-14蓉 082-2346800
札幌 lL台 小山 横浜・名古屋 神戸 福岡 新潟 '金沢・沖縄

(財)日本学校体胃研究連合会を通じて

「健康で明るい未来社会」をめざす 学体振

(財 )学体連を支援し「スポーツ教育Jを

ともに学ぶ企業集団です。

〔事業内容〕

①「スポーツ教育」のシンクタンク設立

② 全国大会開催地への支援

長

局務

〈
ム

事

日本学校俸育振興会
児島ω 山本裕人
大阪府Fヨ真市末広町40‐5

岡山県倉敷市児島小lI12‐4‐60

0シューズ・アカデミック内

3年生だけではなく、12年生も対象です。こ案内をお願いします。子
、 `≧G)==二t==MM感さCa,vτ====Rム ヽ

饉燎 矯暦げ』け、査暫1最漏1鬱延摯薙1陸難薔だほち鰤ヲびわこ成践スポーツ大字 lul台大字 中京女子大学 東豊大字端 lbl大字 他体育系大学9Jl口    鳥 ~~・ り●け ′ 蹴
最新の参カロ状況はホームベージからも確認できます http:ノ ノwww.sanpOu‐ s.net ぉ問ぃ合せ:03‐ 5302‐ 0261

⊂嘔佗ポポ子どもの『靴原病』を防ぎましよう 足に合わない小さなクツや先の細いクツを

履いていると足指が変形したり爪が痛くなつ

たりします。

子とも達よ 一日に5～ 7時間も 学校内
て上履きを履いて生活しています。

子ともの靴原病を予防するために上履きを

見直して下さい。

」ESシューズは 足を科字すること
から生まれたスクールシュースです。

Q曇戦塾晶鯉群

高朧 ・ジャストフィットを実朧

0高い衝撃吸収 (二重衝撃吸収 )
0新ラスト採用 (運動機能性向上 )
0踏み付け防止兼用ヒールカウンター

0指先感覚の屈曲性 (袋縫い。トウスプリング)
0気持ち良いフィット感覚

0サイズ :21.5～ 280,290・ 300・ 31.0鍋

0カラー :ホワイト、プルー、レンド、タリーン、イエロー

製造部 株式会社 アスティコ

協和 株式会社

連絡先 TEL078-611-4376(事務局 )

繁異
日本学校体育研究連合会特別賛助会員

S PttS_
学校体育シューズ研究会
Schoo!Physical匡 ducation S hoes

◎指導者用に競技方法がわかるビデオを無料で
お貸しします。また、講習会も行っております。

麒凛りρ
株式会社サンラッキー

本社/〒5370012大阪市東成区大今里 312-23

お客様窓日顧厄50120-81-4670 FAX06-6981-6740

http1//www newsports-21 com/Sunlucky/
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人が行き、人が集う、それが旅。 :こ。
児島株式会社は、
エコライフを応援します。
児島 (株 )では、スクールスポーツウェアの

新しい素材として、ベットボトルを再利用し

たリサイクルマテリアルを採用しています。

小さくフレークにされたペットボトルはフア

イバー化され、さまざまなポリエステル繊

維として混紡。機能的にも、従来の同混率

素材とほとんど変わらず、地球資源の保全

にも役立ちます。また、子供たちには、エコ

教育のひとつとして大きな意味があり、教

育的な見地から高い評価を得ています。

鰤聰蜀緻鯰跛謳

東急観光が社名を変えました。

(財 )日本学校体首研究運含会推薦品

児島株式会社
本   社/岡山県倉敷市児島小川2 4 60   TEL(086)4722830
関東営業所/埼玉県さいたま市上小町1086   TEL(048)642‐ 5883
盛岡営業所/岩手県盛岡市流通センター北卜4‐ 18  TEL(019)6387501
URL:htp:″ _no■ aputa no ipノ ḱolimaノ emaiLinfookoima‐ gp coip

トップツアー株式会社
・~     国土交通大臣登録旅行業第38号 0日本旅行業協会正会員ボンド保証会員

TO尚 爾 ◎ ∪ 籟  〒1538550東 京都目黒区東山3丁目8番 1号 htto″ www toptOu「 colp http:″ toptOurip

得

【［］幽［］̈̈

|フイ…ルド、

壼1銀嘉議わ鍋θ
コロンパインスクールスポーツウェア

〈エコマーク商品認定書号〉
第00103019号

成長期の正しい足の発育促進に大きな効果を発揮する

画期的な21世紀のシューズ !

鰊鳳購酔 醜|
機 A
タノ 教育バレー。DX

日 進 コ h議 式 書 社

〒70“関34 岡山市高柳東町13-46
TEL(086)25卜 2456 F想 (086)254-8595

特徴
足指ゆつたり、自然な
歩行を助ける靴型設計。

カツプインソール式の
中敷を採用

衡撃吸収スボンジ採用
で着地時の衝撃を緩和。

0 5cmきざみの
サイズ展開

脅 教 育バ レー"は、日進ゴム(株 )の登録商標です。

Ｏ

②

③

④



ESPA

ジてSP‐3000
靴底の通気構造による抜群の快適性と柔軟な屈曲性と優れた安定性など高い
運動性能を発揮するSuper pleasant(超 l快感〉機育し満載

靴の中は常に適温・適湿 l

いつも爽やか !

歩行・運動時の汗による高温 多湿
の靴内環境を改善する目的でアウ
トソール ミッドソール・中底ボード
カップインソールのそれぞれに穴
をあけてムレ・不快感を最も感じ
る足裏部から熱と湿気を効果的
に排出し新鮮な空気を吸入する

理想的な通気システムです。

園 ¨ 轟鱚 ヨ

●サイズ :21.0～ 28.Ocm(0 5cmきざみ)29.0・ 30.0。 31.Ocm
●カラー :ブルー・レッド・グリーン・イエロー・ホワイト
●甲 材 :ポリエステル繊維/人工皮革
●底 材 :合成樹脂/ゴム

鷺更 日本学校体育研究連合会特別賛助会員

教育シューズ振興会
理事長 森本 俊宏

本部事務局 〒700-0034岡 山市高柳東町13番46号 日進ゴム鉄)内
TEL(086)252… 3276 FAX(086)254‥ 8595

EDUCAT!ON SHOES PROMOttiVE ASSOCiAT10N


